
日
０
２
－
８
１
川
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
側
Ⅱ
Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
刈
川
Ⅶ⑥男女共同参画都市宣言

21世紀の扉が開いた今､私たちは輝く未来を創り
たい｡自分を生かし､他人を認め､女も男も共にいき
いきした暮らしができるまち我孫子にするために、
ここに「男女共同参画都市」を宣言します。
1私たちは､男女がお互いの人権を尊重する我孫子
にします。

2私たちは､社会のあらゆる分野で男女が平等に
参画する我孫子にします。

3私たちは､男女が一人ひとり自立し､責任を分か
ち合う我孫子にします。

No｡1⑨剛
20唖年(平成14隼）

Xl｡1

1
J

J1,広
報

の
面

●
脚月絹綴:淵淵二鋪:::用めざ人と鳥の漁儒を 筵し

ジｬバ該猟亘画霊ｲ"馳卿02課罰 報■■■

＝

|J諏淘､昼腿Fe蝋彩剴副雛耀in鋤漉〆

同ゴマークが決定
第
２
回
「
ジ
ヤ
パ
ン
バ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
２
」
が
稻
日
・
振
日
に
市
内
３
つ
の
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
「
人
と
烏
の
共
存
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
各
地
で
鳥
類
保
護
、

自
然
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
、
自
治
体
な
ど
が
我
孫
子
に
集
合
し
、
烏
を
テ
ー
マ
と
し
た

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

’
’－－ジｬバﾝバードフェスティバル(JBF)

b

のロゴマークを公募したところ、全国から

1067点の応募があり{JBF実行委員会で審

査した結果､田中邦治さん(長野県中野市）

の作品が最優秀賞に選ばれました。

このデザｲﾝは､｢烏と人が共生｣する姿

として、鳥と2人の人(子どもと大人)を

ハート形に配し、□－ズ色に｢愛｣をシン

ボライズしています。

この作品は今後、ジャパンパードフェス

ティバルのポスターやフラッグなどに使わ

れます。
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ｂ垂一署烏の彫刻、絵画展、野烏映像上映会、野鳥

写真展、湖畔。船上バードウオッチング、

ウオッチング＆スタンプウオークラリー、

愛鳥ポスタ一展ほか

全国の行政。NGO・NPOパネル展示。

紹介、鳥学講座「烏の渡り」、講演会「天
売島の海鳥」、企画展「日本の烏」、パネ

観る、

知る、
ルディスカッションほか

子どもバードペインテイング教室、工

触れる、鴬雲蕊努醒善室濡当ヒヲ
デジカメ体験ほか

烏の銘菓展示、バード

鳥を楽しむ2日間。甥淵濃一ビ
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ジ
ヤ
パ
ン
バ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
我
孫
子
市
と
全
国
の
鳥
に
関

す
る
団
体
や
企
業
で
実
行
委
員
会
を

組
織
し
て
行
う
、
日
本
最
大
規
模
の

「
鳥
の
祭
血
色
で
す
。

み

今
年
は
２
回
目
。
〃
観
る
、
知
る
、

触
れ
る
、
鳥
を
楽
し
む
２
日
間
〃
を

合
い
言
葉
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、

さ
ら
に
充
実
し
た
企
画
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

ご
家
族
や
友
人
を
お
誘
い
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
き
い
。

（
株
）
阪
急
交
通
社

固
ジ
ャ
パ
ン
バ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所

企
画
調
整
担
当
・
内
線
２
１
２

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
２
面
に

版
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
、

（
財
）
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
、
（
財
）
日

本
野
鳥
の
会
、
日
本
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ

フ
ア
ー
ト
協
会
、
我
孫
子
野
鳥
を
守

る
会
、
こ
ち
ど
り
の
会
、
（
社
）
日
本

望
遠
鏡
工
業
会
、
（
株
）
文
一
総
合
出

実
行
委
員
会
構
成
団
体
我
孫
子
市
、

烏
の
博
物
館
、
日
本
バ
ー
ド
カ
ー
ビ

ン
グ
協
会
、
（
財
）
山
階
鳥
類
研
究
所
、

Ｉ

－

▼市。私立保育園一覧
来
年
４
月
か
ら
保
育
園
へ
の
入

園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
で
き
る

限
り
ｎ
月
塑
日
釜
）
ま
で
に
申
し

込
み
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
入
園
の
受
け
付
け
は
、

そ
の
後
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

４
月
入
園
の
決
定
は
３
月
中
旬

に
な
り
ま
す
が
、
保
育
園
に
は
必

ず
入
園
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
定
員
の
関
係
で
第
一

希
望
の
保
育
園
に
入
園
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
普
通
保
育

対
象
保
護
者
が
次
の
①
か
ら
⑥

来年4月の保育園

入園希望者受け付け

保育園名｜所在地
｜緑☆|綱-6-2

電話

7182-1059

7182-9552

7188-2405市|厩皇|議黙,‘
東あびこ東我孫子1-5-22

立根戸根戸967-2
並木並木5-2-19

つくし野つくし鼎-17-2

湖北中峠1423

布佐宝布佐2318

私惠愛★湖北台8-17-9
慈紘★湖北台3-13-13

1-双葉新木罰-2-28
'エI鯏礁第二'第崎182-16
11柏鳳|中峠台30-9

7183宮3165

7182-5572

7184-3983

7184-8822

7188-1059

7189-2744

「待機児童ゼ□を実現」必ず保育園に入園できます
－

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
家
庭
で

の
保
育
が
困
難
な
、
生
後
６
カ
月

以
上
５
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
（
来

年
４
月
１
日
に
対
象
年
齢
に
達
す

る
場
合
も
可
）
①
昼
間
、
仕
事

（
常
勤
・
パ
ー
ト
、
自
営
な
ど
）

を
持
ち
、
１
日
４
時
間
以
上
、
月

平
均
嘔
日
以
上
働
い
て
い
る
②

妊
娠
中
、
ま
た
は
出
産
後
間
が
な

い
③
病
気
、
ま
た
は
身
体
に
障

害
を
持
っ
て
い
る
④
長
期
に
わ

た
っ
て
病
人
を
看
護
し
て
い
る

⑤
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

⑥
や
む
を
得
な
い
事
情
で
子
ど
も

の
保
育
が
で
き
な
い

◎
産
休
明
け
保
育
（
★
印
の
園
で

実
施
）

対
象
①
か
ら
⑥
に
該
当
す
る

生
後
幻
日
以
上
の
乳
児

◎
障
害
児
保
育

対
象
集
団
保
育
が
可
能
な
対
象

年
齢
の
心
身
障
害
児

申
し
込
み
。
圖
入
園
申
込
書

（
子
育
て
支
援
課
、
各
保
育
園
に

用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

市
立
保
育
園
は
子
育
て
支
援
課
・

内
線
３
２
２
へ
、
私
立
保
育
園
は

各
保
育
園
へ

猿
読
者
双
蕊
唇
一
保
育
園
餌
、

来
年
６
月
に
開
園
予
定
Ｊ
１
，

定
員
”
人

※
臨
時
保
育
士
も
募
集
中
で
す
。

7188-7771

7188-0874

7188-0665

7188-0665

7188-33381
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凸
咽

ドﾌｪｽﾃジｬバﾝバー ｲパﾙ2002

華やかな鳥｡楽しい広場
一会場アビスター

水鳥との出会い､人との交流､賑わいの広場
－会場手賀沼親水広場一

I

市内小・中学校作品展
鳥のI掴｢街で子育て小さなﾘ詫んﾂﾐ」
日時16日①10時～②13時30分～

③15時～

パネルディスカッション

日時17日10時～12時30分

テーマ（仮題)まちづくりと烏

コーディネーター山岸哲さん(山階

鳥類研究所所長）

パネリスト中貝宗治さん(豊岡市長)、

加藤幸子さん(芥l1l賞作家)、

三浦勝子さん(第1回JBF"

オパン員受賞者)､福嶋浩彦市長

事例発表湖北中学校生徒

定員先着70人

スライド＆トーク

全日本ー ドｶー ビﾝグｺﾝｸー ﾙ‘作品展
視熊害者砿刎ﾀｯﾁｶー ビﾝグ幌示
ワイルドライフアート作品展

子どもの広場

内容①カービング教室②ペインティ

ング教室③折り紙教室④ウッ

ド塗り絵教室⑤ｵｵパﾝ素焼き

塗り教室⑥烏のクッキーの脈売

受付時間9時～15時30分

（17日は14時30分まで）

定員①~⑤は50人

費用①500円②300円③10円

④100円⑤300円

烏のビデオ上映(ヤマセミほか）

下ケ戸貝塚｡新木地区の出土品展示

行政関係の展示(｢」はテーマ）
・北海道海鳥センター「海鳥」

・阿寒国際ﾂﾙｾﾝﾀー 「ﾀﾝﾁｮｳ」

・宮城県田尻市「ヒシクイ」

・宮城県伊豆沼。内沼環境保全財団

「ガン･ハクチョウ類」

･新潟県豊栄市「ガン・ﾊｸﾁｮｳ類」

・茨城県牛久市「野鳥」

・東京都小笠原村「メグロ」

・岐阜県関市「カワセミ」

・兵庫県豊岡市『コウノトリ」

・鳥取県米子市「コハクチョウ」

･山口県熊毛町「本州のツル」

・福岡県北九州市「ズグロカモメ」

・長崎県長崎市「シーボルト記念館」

・鹿児島県出水市「ツル」

NGO｡NPOの展示

・江戸崎雁の里友の会

･かながわ野生動物ｻボー ﾄネットワーク

°都立五日市副碇時制「INCO」

°日本野鳥の会茨城県支部

・いたばし野鳥クラブ

｡我孫子市烏の博物館友の会烏凧同好会

・里地ネットワーク

・フィールドアシスタントネットワーク

｡北総の森｡国削古木研究会

・全国愛鳥教育研究会

・日本野鳥の会

・タカの渡り鳥ネットワーク

°山I鵲類研究所

・ジヤバンヘルシービジョン研究会

・千葉大学ガラバゴス

。自然環境アカデミー 伊豆烏島のアホウドリのリアル映像
世界の。我孫子野馬を守る会ウオークラリー

|:瀧繍鶏＝壽示至呑ドｿﾝ一会場烏の信
･鳥の『しんこ細工」 ﾊﾝドバﾂﾄを便っ燗育に関する展示鳥学講座

シーボルトが見た日本⑲扁展ゞ 、蓋サムシングエルスのトークショー。__日時17日(日)13時鋤

菫議熱雲識ん鯛｡緋.獣熱線雪蹴鞠識爵『副卿棚環：請編樋口広芳さん
ｽｺｰブデジヵﾒ我室･写真ｺﾝﾃｽﾄ剰鵬間01鵬～②13時30分～院教授）

,ｲﾝﾀー ﾈｯﾄで全国各地と情報交換日本望遠鏡工業会の望遠鏡の展示申し込み不要(当日直擬
|子供向け工作教室鳥グｯズの販売鳩の'鋤館の入館料は'（

'f鵲鞘剛ｽ■,濤壜謁登銘…『示ﾚﾝ鑿灘ル
20分から30分間隔で我孫子駅～我孫子駅～アビスタ前～市役所手賀沼公園、烏の博物館、天王
アビスター親水広場～東我孫子は下表の路線バス（有料）を利台駅南口にあるレンタサイクル
駅～天王台駅 間 を 運 行 用 で き ますステーションでは、自転車を貸

我孫子駅南口我孫子駅 我孫子駅～アビスタ前140円し出しています。自転車の返却
も↑天王台駅 我孫子駅～市役所前160円は、どのステーションでも可能

アビスタ9時始発アビスタ”市役所を経由する主な路線です。

‘↑’超－点|東鶏子臺庫｜利用料金('日)，時~鵬
アビスタ

手賀沼親水 広 場 手 賀 沼 親 水広場○中学生以上300円
、↓●16時30分最終 ○ 小 学 生 以 下 1 0 0 円

東我孫子駅㈹'6）我孫子駅｢燕蕊□
&↑15時最終※身分を証明するものを持参し

(11/17)LI'fi]1zgxMIsJL，天王台駅南口（11/17）］'一’．てください

世界の鳥日膳'7日13崎30分~15時内容北海道天売島の海鳥，渡り烏の

実態や海鳥保護上の問題を報告一会場烏の博物館一
講師寺沢孝毅さん

鳥学講座定員先着70人

．_‐日時17日(日)13時30分~15時

… I請涜『鳥の渡りと地球環境の保全」

：請編樋口広芳さん(東京大学大学全国野生生物保護実績発表大会
院教授）日時16日10時～17時

申し込み不要(当日直接会場へ）場所アビイホール

※烏の|鋤館の入館料は､16日。17日､無発表者全国の小。中学生､高校生

料になります。主催日本鳥類保護連盟､環境省

ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ｜｜無料ｼﾔﾄﾙ水上バス|壹臺篭
※
駐
車
場
お
よ
び
道
路
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
電
車
、
バ
ス
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
市
役
所
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

30分から40分間隔で手賀沼公園
ボート乗り場～手賀沼親水広場
近くの桟橋間を運行

運航時間10時～15時
乗船時間約8分

.,,f:W1雇瀞要琴曇澆… 市
役
所
駐
車
場
を
ご
利

１
．
１
１
■
、

我孫子駅

’
、

商店や事業所の皆さんへ

バリアフリー状況の
実態 調査にご協力を

市では､だれもが住みよいやさしいご協力をお願いします。
まちづくりの一環として､障害のあるなお､調査で得られた情報は今後、
方の外出を支援するためのバリアフリ福祉ガイドマッブなどの作成に活用し

-化の実態調査を行います。ます。

この調査は､障害のある方にとって調査期間11月から来年1月
利用しやすい設備になっているか､気調査内容出入□、トイレ､駐車場な

軽に利用できるような配慮がされていどのバリアフリー状況､障害者の利用

るかなどの情報を集めるものです。実態ほか
今回は､市民生活に密着する商店や調査方法調査員による聞き取り調査

事業所を中心に個別訪問しますので、間生活支援課内線384

ひとり暮らしの高齢の方などへ

烹
おおり

の確認を行い､玄関先から戸別にごみ定された概ね65歳以上のひとり薑らし

を収集します。の方または65歳以上の方のみの世帯

希望される方は､クリーンｾﾝﾀー ②ひとり暮らしの障害者または障害者

までご連絡ください。のみの世帯

対象自らごみを出すことが困難で、申し込み電話でクリーンセンター公

他に協力を得ることができない方で、7181-5371へ

1

~

I L ノ
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１
１
１
１

市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
）
の
運
営
委
員
会
の
市

民
選
出
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
、

市
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
三
者
に
よ

る
共
同
運
営
で
、
運
営
委
員
会
は
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
の
意
思
決
定

機
関
で
す
。

運
営
委
員
会
は
、
市
民
（
部
会
代

表
４
人
、
公
募
２
人
）
、
市
（
市
長

任
命
４
人
）
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
会
長
任
命
３
人
）
で
構
成
き
れ
、

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る

市
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
福
祉
、

環
境
、
教
育
な
ど
の
市
民
活
動
や
市

民
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

協
働
の
ま
ぢ
づ
く
り
に
あ
な
た
の
力
を

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
を
募
集

本
日
ｎ
月
１
日
か
ら
、
我
孫
子
市

民
図
書
館
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

図
替
館
の
施
設
案
内
や
利
用
方
法

を
は
じ
め
、
所
蔵
し
て
い
る
蚕
料
の

検
索
（
在
庫
・
貸
出
情
報
を
含
む
）
、

図
番
館
カ
レ
ン
ダ
ー
、
移
動
図
替
館

医市民図書館Jヨ

公式ホームページを開設

『

心

http://www｡abisuta｡city｡
abiko｡chiba｡jp/library/

内
容
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
年
間

事
業
計
画
の
審
議
・
決
定
な
ど

対
象
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
我
孫
子
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

方
②
社
会
貢
献
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
公
益
活
動
）
を
行
っ
て

い
る
方
ま
た
は
行
お
う
と
考
え
て
い

る
方
③
我
孫
子
市
を
活
動
拠
点
と

し
て
い
る
方
ま
た
は
し
よ
う
と
し
て

い
る
方
④
健
康
な
方

定
員
２
人

任
期
委
嘱
日
か
ら
平
成
晒
年
３
月

末
日

報
酬
無
報
酬
と
な
り
ま
す

選
考
方
法
一
次
審
査
（
論
文
審
査
）

と
二
次
審
査
（
一
次
審
査
の
上
位
者

に
よ
る
自
己
Ｐ
Ｒ
）
に
よ
り
、
選
考

の
巡
回
日
程
、
行
事
予
定
、
図
書
館

か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
と
こ
ろ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
の
貸
出
予
約
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
将
来
的
に
は
導
入
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
在
庫
・
貸
出
情
報
は
、
電

算
処
理
上
の
時
間
差
に
よ
り
、
「
在

座
の
表
示
に
も
か
か
わ
ら
ず
貸
し

出
き
れ
て
い
る
な
ど
、
実
際
と
表
示

が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
き
い
。

市
民
図
書
館
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ア
ド
レ
ス
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
］
言
官
菫
雪
乏
雲
・
煙
ご
窟
巨
富
・
臼
一
亨

四
ご
一
戸
○
・
○
言
一
一
四
・
一
ロ
ー
匡
一
『
煙
尾
冨
一

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
言
ご
ミ

ミ
ミ
三
．
巳
亘
・
塑
宮
〆
○
・
○
一
一
夢
津
↓
一
画
）

か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

画
市
民
図
書
館
壷
７
１
８
４
１
１

１
１
０

委
員
会
で
選
考

応
募
方
法
あ
な
た
の
市
民
活
動
支

援
に
関
す
る
思
い
を
、
「
社
会
貢
献

活
動
」
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
「
あ

び
一
易
活
虫
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
す
べ
て
用
い
て
、
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
に
８
０
０
字
か
ら
１
６

０
０
字
に
ま
と
め
、
住
所
郎
剣

生
年
月
日
、
性
別
、
職
業
を
明
記
し
、

ｎ
月
ｎ
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
１
１
１
９
２
（
住
所
省
略
可
）
市

役
所
市
民
活
動
支
援
課
へ
郵
送
ま
た

は
持
参

※
共
同
運
営
に
つ
い
て
の
資
料
を
希

望
す
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

固
市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
４
８

９
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
保

険
税
を
出
し
合
い
、
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
の
と
き
に
、
安
心
し
て
治
療
が
受

け
ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

治
療
の
蕊
用
は
、
加
入
者
が
２
割

ま
た
は
３
割
を
支
払
い
、
残
り
は
国

民
健
康
保
険
が
負
担
し
ま
す
。

そ
の
負
担
分
に
は
、
保
険
税
が
充

て
ら
れ
ま
す
。
保
険
税
を
納
め
な
い

方
が
い
る
と
、
こ
の
仕
組
み
が
成
り

立
た
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
納

期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
付
は
、
皆
ざ
ん
の
利

便
性
と
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め

口
座
振
替
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
に
は
「
自
動
引
き
落
と

し
な
の
で
納
め
忘
れ
が
な
い
」
「
納

期
ご
と
に
金
融
機
関
に
行
く
必
要
が

肝
月
は
「
ち
ば
国
保
月
間
と

保
険
税
が
皆
さ
ん
の
健
康
を
支
え
ま
す

●

な
と
二
度
手
続
き
す
れ
ば
自
動

継
続
き
れ
る
」
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
確
実
に
納
付
で
き
る
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
取

扱
金
融
機
関
は
左
表
を
参
照
）

圏
国
保
年
金
課
・
内
線
３
５
３

「
消
す
心
置
い
て
く
だ
さ
い

火
の
そ
ば
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

ｎ
月
９
日
（
土
）
か
ら
喧
日
（
金
）
ま
で
、

秋
季
火
災
予
防
運
動
が
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。

市
内
で
今
年
発
生
し
た
火
災
は
、

９
月
末
ま
で
で
率
件
。
こ
れ
か
ら
の

▼口座振替の取扱金融機関

東京三菱銀行千葉銀行千葉信用金庫

UFJ銀行千葉興業銀行鯨ぺｲ信腱庫

三井住友銀行京葉銀行雲締：
常陽銀 行水戸信用金庫郵便局

※銀行と東葛ふたば農業協同組合は本･支店､郵便
局は全国の窓口で手続きができます。

消す心置いてください火のそばに

秋季全国火災予防運動

11月9日から15日まで

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
資
格
の

あ
る
方
で
、
ま
だ
申
請
手
続
き
が
済

ん
で
い
な
い
方
は
、
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
き
い
。

対
象
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
娼

歳
に
到
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３

月
訓
日
ま
で
の
児
童
を
育
て
て
い
る

母
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し

て
い
る
方
（
児
童
の
心
身
に
障
害
が

あ
る
場
合
は
、
麺
歳
の
誕
生
月
ま
で

支
給
）

季
節
は
、
家
庭
で
の
火
の
取
り
扱
い

が
増
え
、
空
気
も
乾
燥
し
て
、
火
災

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

全
国
の
出
火
原
因
の
第
１
位
は
、

５
年
連
続
で
放
火
。
死
角
と
な
る
場

所
や
深
夜
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

放
火
を
防
ぐ
た
め
、
家
の
ま
わ
り

の
燃
え
や
す
い
も
の
は
片
づ
け
、
ご

み
は
指
定
日
時
に
出
す
よ
う
に
し
ま

住宅火災いのちを守る7つのポイント
◎3つの習慣

①寝たばこは絶対やめる

②ストーブは$燃えやすいものから離れた位置

で使用する

③ガｽこんろなどのそばを離れるときは､必ず

災を消す

◎4つの対策

①逃げ遅れを防ぐため､住宅用火災報知器を設

置する

②寝具や衣類からの火災を防ぐため$防炎製品

を使用する

③災災を小さいうちに消すため､住宅用>削器

などを設置する

④高齢者や身体の不自由な方を守るため､隣近
所の協力体制をつくる

母子家庭などを対象に支給

児童扶養手当の

目請をお忘れなく申
■■

S■■

■■

ロ

ﾛ ●

◎
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
一
緒

に
生
活
し
て
い
な
い
◎
父
が
死
亡

し
た
◎
父
が
重
度
の
障
害
（
国
民

年
金
の
墜
尋
級
１
級
程
度
）
に
あ

り
、
公
的
年
金
の
加
算
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
◎
父
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
◎
父
か
ら
引
き
続
き
１
年

以
上
遺
棄
き
れ
て
い
る
◎
父
が
法

令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
◎
未
婚
の
母
の
児
童

◎
父
母
が
と
も
に
不
明

以
上
の
要
件
に
該
当
し
て
も
、
次

の
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

＊
国
内
に
住
所
が
な
い
＊
公
的
年

金
を
受
け
ら
れ
る
（
老
齢
福
祉
年
金

を
除
く
）
＊
児
童
が
児
童
福
祉
施

設
に
入
所
ま
た
は
里
親
に
委
託
さ
れ

て
い
る
＊
児
童
が
母
の
配
偶
者

（
内
縁
関
係
を
含
む
）
に
養
育
さ
れ

て
い
る
＊
昭
和
印
年
８
月
１
日
以

降
に
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
５

年
を
経
過
し
て
も
請
求
し
な
か
っ
た
．

画
子
育
て
支
援
課
・
内
線
３
４
７

し
よ
う
。

火
災
は
、
一
人
ひ
と
り
が
ち
ょ
っ

と
注
意
す
れ
ば
防
げ
る
場
合
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

尊
い
命
や
財
産
を
奪
う
悲
惨
な
火

災
を
出
ざ
な
い
た
め
、
火
の
用
心
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

固
消
防
本
部
予
防
課
云
７
１
８
１

１
７
７
０
２

｡

|天王台土地区画整理事業

|灘腱

1|道路上に物を置かないで
〆 －、

家庭や事業所でのごみ焼却は禁止
最近､市内の道路上(側溝や歩道も含む)に置かれてい

るさまざまな‘‘物〃について、多くの市民の皆さんから市
役所に苦情が寄せられています。

その多くは､個人や事業者が許可を受けずに設置したも

ので､広告看板や鉢植え､商品、自覗涜機などがありま

す。また､植栽や樹木が敷地から道路上にはみだしている

ケースも見受けられます。

これらは､歩行者や車両の通行の妨げになるだけでなく、

緊急車両の通行に支障をきたすことにもなります。

自宅の前であっても､道路上に私物を置くことは違法で

すので､そのような行為は慎むようご協力をお願いします。

間道路課内線571

タｲｵｷｼﾝ類の発生を抑制するため､家庭や事業所から出るごみ

の｢野焼き｣は､農漁業に必要な場合や宗教上の行事風俗慣習によ
る場合などを除き､昨年4月から禁止されています。

さらに12月1日からは‘ごみは廃棄物処理法で定める構造の焼却設
備により焼却することになるため､法に定める基準を満たしていない
「家庭用焼却炉｣や｢事業所用小型焼却炉｣は使用できなくなります。
家庭ごみは､分別して収集日にごみ集積所へ出してください。

事業所ごみは､受け入れ墓準に沿ってクリーンセンターに搬入する
か､許可業者に依頼して適正に処理してください。

なお､不用となった家庭用焼却炉は無料で回収しますので､ご連絡
ください。

圃クリーンｾﾝﾀー "7187-0015

千葉地方法務局柏支局では､天王‘

台土地区画整理事業の換地処分に伴

い､’1月2日から事業施行区域内に’
あるすべての不動産について､一般

の登記事務を停止します。

なお､登記事務の停止期間は‘約

3カ月を予定しています。

l
圃区画整理課窓7185-1171、千

葉地方法務局柏支局窓7167-3309

、

。

｜

、
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’
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》 2002.11.1

一

考えてみよう！市町村合併
『柏市･我孫子市｡沼南町広域的まちづくり研究報告書｣がまとまりました

P

厳
し
い
財
政
状
況
や
霊
多
様
化
・
高
度
化
す
る
行
政
一
一
ｌ
ズ
ヘ
対
応
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
へ

全
国
的
に
市
町
村
合
併
に
対
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
我
孫
子
市
、
柏
市
、
沼
南

町
は
、
地
理
的
・
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が
強
く
、
生
活
圏
も
一
体
化
し
た
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
合
併
し
た
場
合
、
将
来
ど
の
よ
う
な
都
市
と
な
る
の
か
」
を
検
討
す
る
た
め
、
平
成
粋
年
４
月

に
２
市
１
町
の
助
役
と
企
画
担
当
部
長
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
柏
市
・
我
孫
子
市
・
沼
南
町
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
研
究
会
で
は
、
各
市
町
の
こ
れ
ま
で
の
施
策
や
地
域
の
課

題
、
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
、
行
財
政
の
概
況
な
ど
を
整
理
し
、
扣
月
に
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し

た
。
こ
れ
は
合
併
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
合
併
に
つ
い
て
考
え
る
際
の
一
つ

の
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
と
こ
で
は
、
そ
の
報
告
書
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

将来想定地域構造
広域的なまちづくりの将来像に基づく施策により，

次のような地域構造となることが想定されます。
｡
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篝書の配述に加え､厚－茎総合計画」(H13.4)
『龍f画マスタープラン」(H14.3)
マスタープラン」(H13.3)

この図は報

｢柏市第四次
｢我孫子市都
｢沼南町都市

IM

〔二コ

a 軸

ゾーン

どを参考に研究会で独自に作成したものです。

地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
住

民
に
身
近
な
市
町
へ
の
期
待
は
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
複
雑

化
・
多
様
化
す
る
行
政
一
Ｔ
ズ
ヘ

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
各
市

町
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。１

住
民
の
活
動
圏
の
広
域
化
へ

の
対
応

住
民
の
日
常
生
活
圏
は
、
行
政

界
と
は
関
係
な
く
、
広
域
的
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で

活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
○
な
ど
の
団
体
も

行
政
界
を
越
え
た
結
び
つ
き
が
強

ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
町

が
異
な
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の

利
用
が
制
限
さ
れ
た
り
、
必
要
な

情
報
が
届
き
に
く
く
な
る
な
ど
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
広
域
的
な ；

倉
紡
ｉ
町

2市1町の予算額の単純合計額と一つの市として試算したｹー ｽとの比較
平成14年度の当初予算をもとに、2市1町の単糾合計額と一つの市(中核市)として試算した場

合の比輔です｡保健所設置に伴う経費等は増加しますが､歳入の増加の方が大きくなっています。

2市1町の平成14年度当初予算の状況（単位；千円）
2市1町合計

の 項目 我孫子市 柏市 －市として
試算した場合
（中核市）

沼南町 単純合計と
-市試算の差

単純合計

歳入’|歳入総額

|地方税
|地旛与税
地方特例交付金

蛎洲艤辮
使用料･手数料

国庫支出金

都道府県支出金

繰入金

|雛金
|訓入
|地方債
|その他
'歳出繩
人件費

物件費

縦持補修費

扶助費

補助費等

普通建設事業費

災害復旧事業費等

公債費

精立金

繰出金

その他

中核市移行に伴う負担増

301034,025

17,395,928

310,000

850,000

2,000,000

130,000

501,116

11834,744

9241862

1,039,463

5041106

243,586

212141900

2,0851320

30,034,025

9,890,543

5,7341866

2981727

2,4261707

1,5491246

4,096,765

0

2,910,883

101503

21726,076

389,709

89,329,020

50,349,000

758,000

2,2681000

2,0001000

2001000

2,036,770

6,648,349

21288,695

3,810,000

2,000,000

1,3961052

10,541,800

5,0321354

891329,020

23,0501323

14,1121089

7861278

7,6581114

4,1311590

161682,897

0

11,320,993

15,665

9,651,213

1,919,858

14,019,836

6,4091642

1731000

255,643

1,590,000

160,000

170,005

8051227

536,298

6181300

2391565

259,263

11797,700

11005,193

14,019,836

31891,172

11825,781

340,430

522,034

11462,779

3,376,317

2

11631,729

0

8751352

94,240

133,3821881138,2721881

74,154,57074,5381570

11241,000同左

3,373,643同左

51590,00010,0961000

490,000同左

21707,891同左

912881320同左
3,7491855同左

5,4671763同左

2,7431671同左

1,8981901同左

14,5541400同左

811221867同左

133,38218811341759,892

3618321038351532,038

2116721736同左

114251435同左

101606,855同左
71143,615同左

24,155,979同左
2同左

1518631605同左
26,168同左

13,2521641同左

2,4031807同左

2,677,011

ｌ
０
０
ｌ
０
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
０
ｌ
０
ｌ
伽
恥
Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
０
０
０
０
ｌ
０
洲

０
０
０
０
０

０
０

０

０
０

０

１
，

！

０
４

６

９
８

０

８
３

５

１

１

４

４

活
動
の
制
約
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
環
境
問
題
へ
の
広
域
的
な
対

応
手
蛮
沼
を
は
じ
め
利
根
川
や
大

堀
川
、
大
津
川
な
ど
を
結
ぶ
一
連

の
豊
か
な
水
と
緑
の
空
間
は
、
２

市
１
町
の
か
け
が
え
の
な
い
賀
重

な
資
源
で
す
。
今
後
も
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
手
賓
沼
の
水
質
浄

化
や
、
平
地
林
・
斜
面
林
の
保
全

に
努
め
、
豊
か
な
水
と
緑
の
活
用

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

３
保
健
。
医
療
の
充
実

近
い
将
来
、
急
速
に
少
子
・
高

齢
化
が
進
展
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
お
り
、
子
育
て
世
代
な
ど
の

定
住
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
缶
す
。
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

課
題
医

地方交付税

口

く
り
に
は
、
小
児
医
療
の
確
保
は

欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
小
児
科
医
の
不
足
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
医
療
体
制
の
充
実
、
救
急
医
療

体
制
の
充
実
へ
の
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

ざ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
や
介

護
保
険
な
ど
の
安
定
的
な
運
営
も

重
要
で
す
。

４
道
路
整
備
や
都
市
計
画
な
ど

の
一
体
性
の
確
保

行
政
界
付
近
の
一
部
地
域
で
は
、

都
市
計
画
道
路
の
一
体
的
な
整
備

や
各
市
町
間
を
結
ぶ
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
の
遅
れ
、
同
じ
鉄
道

駅
勢
圏
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
の
違
い
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
解

消
が
必
要
で
す
。

５
公
共
施
設
、
社
会
資
本
の
効

率
的
な
維
持
。
更
新
の
必
要
性

公
共
施
設
の
整
備
を
各
市
町
が

独
自
に
行
っ
て
き
た
た
め
、
行
政

界
付
近
に
同
様
の
施
設
が
設
置
薑

｜L
’

歳出

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
本
地
域

の
特
性
を
踏
ま
え
、
以
下
の
基
本

的
な
考
え
方
を
整
理
し
ま
し
た
。

・
各
市
町
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
ま
ち
づ
く
り
を
尊
重
し
つ
つ
、

そ
の
特
色
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、

地
域
の
新
し
い
魅
力
を
引
き
出
す

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

・
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
各
種
団

体
、
事
業
者
、
行
政
な
ど
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ら

施
設
や
社
会
資
本
の
老
朽
化
に
よ

り
、
そ
の
維
持
・
更
新
の
必
要
が

生
じ
、
財
政
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
Ｉ
‐

基
本
的
な
考
え
方

・
住
民
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な

が
る
、
多
様
で
高
質
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

・
都
市
機
能
の
充
実
し
た
自
立
性

の
高
い
ま
ち
づ
く
り

・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り

こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
き
、
次

の
よ
う
な
都
市
像
を
掲
げ
ま
し
た
。

＊
水
と
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
生
活

み
ら
い
都
市

＊
自
立
し
た
活
力
の
あ
る
都
市

＊
個
性
と
創
造
力
を
育
む
、
人

が
主
役
の
都
市（

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

公
共
施
設
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

利
用
可
能
な
既
存
施
設
の
有
効
活

用
を
前
提
と
し
つ
つ
、
適
正
配
腫

や
用
途
転
換
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

～

注)普駮付加算定に用いた算想準は平成14年度鵬鋤値等による。（中肺を想定）
地方税の増加純$我孫子市､沼南町の事業所税試鋤値による。
人件割削減等は、「合併した場合の人件費関連の削減効果試算｣による。
中核市に移行した財政負担の増加額は、「船橋市における中肺移行に伴う財鴫割推計
から｣による。

’
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２
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

重
点
的
に
Ｉ
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

取
り
組
む
べ
き
事
項
ま
ち
づ
く
り

保
健
・
福
祉
・
医
療
な
ど
が
充

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
や
考
え
方
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

か
ら
、
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
す
○

べ
き
事
項
と
し
て
、
「
手
賀
沼
を
核
①
救
急
医
療
体
制
及
び
消
防
・
防

と
し
た
快
適
生
活
空
間
の
整
備
」
災
体
制
の
充
実

「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
・
休
日
・
夜
間
医
療
、
救
急
医
療

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
体
制
の
充
実

づ
く
且
「
都
市
拠
点
の
整
備
と
地
・
消
防
防
災
体
制
の
充
実

域
産
業
の
活
性
化
・
育
成
」
と
、
②
総
合
的
な
地
域
保
健
福
祉
の
推

こ
れ
ら
を
支
え
る
「
総
合
的
な
交
進

通
環
境
の
整
備
」
の
４
点
を
掲
げ
・
地
域
独
自
の
保
健
所
設
置

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
項
は
、
本
地
・
保
健
・
医
療
分
野
と
福
祉
分
野

域
が
広
域
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
の
連
拙

よ
っ
て
効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と
③
多
様
な
主
体
に
よ
る
福
祉
サ
ー

が
で
き
る
施
策
で
す
。
ビ
ス
提
供
の
体
制
づ
く
り
の
推
進

１
手
賀
沼
を
核
と
し
た
快
適
・
自
助
・
共
助
・
公
助
の
バ
ラ
ン

生
活
空
間
の
整
備
ス
の
取
れ
た
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制

共
有
の
査
源
で
あ
る
手
賀
沼
を
づ
く
り
の
推
進

主
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
・
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
者
等
と

し
ま
す
。
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
醜

①
手
賀
沼
を
取
り
巻
く
特
色
あ
る
成

拠
点
づ
く
り
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
④
総
合
的
な
子
育
て
支
援
施
策
の

の
推
進
推
進

・
手
賀
沼
西
岸
に
お
け
る
総
合
的
・
保
育
園
の
待
機
児
童
の
解
消

な
保
健
・
医
療
・
福
祉
施
設
の
整
・
休
日
・
夜
間
保
育
な
ど
多
様
な

術
保
育
サ
ー
ビ
ス
形
態
の
確
保
・
充

・
手
賀
沼
北
岸
に
お
け
る
文
化
関
実

連
施
設
お
よ
び
谷
津
ミ
ユ
ー
ジ
ア
・
子
ど
も
の
自
立
を
促
進
す
る
学

ム
等
の
整
備
校
教
青
の
充
実

・
道
の
駅
の
有
効
活
用
・
地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る

・
手
賀
沼
東
岸
・
南
岸
に
お
け
る
仕
組
み
づ
く
り
の
推
進

体
験
型
の
農
業
公
園
等
の
整
愉
３
都
市
拠
点
の
整
備
と
地
域

・
手
賀
沼
周
回
道
路
の
整
備
産
業
の
活
性
化
。
育
成

・
手
賀
沼
を
中
心
と
す
る
情
報
や
拠
点
の
整
備
を
図
る
こ
と
に
よ

人
材
の
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
築
り
、
地
域
全
体
と
し
て
の
活
力
剣

の
推
進
出
を
め
ざ
し
ま
す
。

②
手
賀
沼
の
水
質
浄
化
・
再
生
．
①
広
域
連
携
拠
点
と
生
活
拠
点
の

調
確
池
機
能
の
保
全
整
備
・
充
実

・
多
様
な
団
体
の
連
擁
に
よ
る
浄
・
柏
駅
周
辺
の
確
愉

化
活
動
の
拡
充
の
推
進
・
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
周
辺
の

・
治
水
事
業
関
連
施
策
の
推
進
ま
ち
づ
く
り

③
地
域
で
手
賓
沼
を
守
り
、
親
し
・
我
孫
子
駅
周
辺
の
整
備

む
仕
組
み
づ
く
り
・
沼
南
町
中
央
地
区
の
整
備

・
手
賀
沼
一
周
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
②
優
良
農
地
を
活
か
し
た
都
市
型

は
じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
現
農
業
へ
の
転
換
に
よ
る
活
性
化
の

・
斜
面
緑
地
の
保
全
・
活
用
に
よ
推
進

る
手
賀
沼
の
原
風
景
の
確
保
・
利
根
川
沿
い
や
手
賀
沼
周
辺
を

0

中
心
に
広
が
る
優
良
農
地
の
保
全

と
活
用

．
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
体
験
型
腱

業
公
園
づ
く
り

・
農
産
物
の
生
産
、
加
工
、
消
毅

に
至
る
ダ
イ
レ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
榊
築

③
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
地
域
産

業
の
活
性
化
と
新
産
業
の
創
出

・
産
学
官
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
椛
築

・
大
学
等
の
研
究
機
関
が
保
有
す

る
新
技
術
を
事
業
化
す
る
た
め
の

拠
点
整
備

・
地
元
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
起
業

者
へ
の
支
援

４
総
合
的
な
交
通
環
境
の
整
備

本
地
域
の
広
域
的
機
能
を
向
上

す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

と
地
域
内
移
動
の
た
め
の
交
通
網

整
術
を
進
め
ま
す
。

①
鉄
道
輸
送
機
能
の
整
備
・
充
実

・
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
関
連
事

業
の
推
進
、
Ｊ
Ｒ
成
田
線
の
輸
送

力
整
備
、
地
下
鉄
、
号
線
お
よ
び

ｎ
号
線
の
延
伸
に
向
け
た
関
係
機

関
へ
の
要
請

②
バ
ス
路
線
の
拡
大

・
道
路
の
拡
幅
、
交
差
点
の
改
良

な
ど
に
よ
る
バ
ス
路
線
の
拡
大

・
公
共
施
設
や
拠
点
を
む
す
ぶ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
運
行
の
推

進③
多
様
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成

・
主
要
な
都
市
計
画
道
路
等
の
整

備
・
充
実

・
国
道
遁
号
の
渋
滞
緩
和
に
向
け

た
施
策
の
検
討

・
市
街
地
に
お
け
る
歩
道
な
ど
の

整
備こ

れ
ら
の
施
策
・
事
業
は
、
合

併
を
想
定
し
、
研
究
会
独
自
に
例

示
し
た
も
の
で
す
。
実
施
に
際
し

て
は
、
国
や
県
の
財
政
支
援
措
腫

に
よ
る
財
源
を
活
用
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

合
併
協
議
会
が
発
足
し
た
後
、
「
新

市
建
設
計
画
」
策
定
時
に
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

、

ビ
ス
を
す
ば
や
く
提
供
で
き
た
り
、
世
や
環
境
問
題
（
手
賀
沼
の
水
質

合
併
に
際
し
て
期
待
さ
れ
る
適
性
の
高
い
職
員
を
確
保
し
や
す
浄
化
な
ど
）
・
交
通
問
題
（
手
賀

事
項
と
懸
念
さ
れ
る
事
項
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
質
の
高
沼
を
取
り
巻
く
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
期
待
さ
れ
ク
）
な
ど
、
広
域
的
な
調
整
を
必

合
併
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
ま
す
。
要
と
す
る
課
題
へ
の
効
率
的
な
対

は
、
期
待
さ
れ
る
事
項
お
よ
び
懸
重
点
的
な
投
資
が
で
き
る
こ
と
に
応
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

念
き
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、
十
分
よ
り
、
基
盤
整
備
が
推
進
さ
れ
る
行
財
政
の
効
率
化
な
ど
に
よ
り
標

識
諭
し
な
が
ら
総
合
的
に
判
断
し
合
併
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
国
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
こ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
か
ら
の
財
政
支
援
措
置
を
活
用
し
、
と
が
で
き
る

一
体
性
を
高
め
る
事
業
（
広
域
連
職
員
の
削
減
を
は
じ
め
と
し
て
、

廟
同
期
待
さ
れ
る
事
項
型
■
携
拠
点
整
備
な
ど
）
や
ま
ち
づ
く
重
複
投
資
の
回
避
、
施
設
等
の
用

り
の
根
幹
事
業
に
重
点
的
な
財
源
途
転
換
に
よ
る
合
理
化
や
住
民
サ

住
民
の
利
便
性
が
向
上
す
る
配
分
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
－
ビ
ス
の
見
直
し
に
よ
る
平
準
化

住
民
の
活
動
圏
の
広
域
化
に
対
盤
整
備
の
促
進
が
期
待
ざ
れ
ま
玄
な
ど
に
よ
っ
て
、
必
要
経
斐
譲

応
し
て
、
行
政
窓
口
の
増
加
や
他
分
権
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
個
性
あ
貝
や
職
員
の
減
少
に
よ
る
人
件
識

市
町
の
公
共
施
設
の
利
用
が
可
能
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
な
ど
）
が
削
減
さ
れ
行
財
政
の
効

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
各
市
町
を
都
市
計
画
に
関
す
る
事
務
や
屋
率
化
が
進
み
、
一
定
の
住
民
サ
ー

つ
な
ぐ
道
路
交
通
網
の
一
体
的
整
外
広
告
物
の
規
制
に
関
す
る
事
務
ビ
ス
の
維
持
・
継
続
が
期
待
さ
れ

備
な
ど
に
よ
っ
て
利
便
性
が
向
上
が
委
譲
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
ま
す
。

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
れ
ま
で
以
上
に
都
市
景
観
な
ど
に
総
合
的
な
地
域
の
活
力
の
増
加
が

住
民
の
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対
応
配
慮
し
た
独
自
性
を
も
っ
た
ま
ち
期
待
さ
れ
る

と
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
ざ
ま
ざ
ま
な
地
域
査
源
を
多
く

き
る
で
き
る
と
期
待
き
れ
ま
す
。
持
つ
こ
と
と
な
り
、
人
々
や
産
業

中
核
市
と
し
て
の
機
能
を
有
す
広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
の
集
穣
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
地

る
こ
と
に
よ
り
、
県
の
一
部
の
事
く
り
が
で
き
る

域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
期
待
で

務
を
直
接
市
が
行
う
（
保
健
所
機
土
地
利
用
や
都
市
計
画
が
広
域
き
、
地
域
の
活
性
化
（
地
域
産
業

能
の
整
備
な
ど
）
こ
と
に
よ
っ
て
的
な
視
点
に
立
っ
て
行
え
る
こ
と
活
性
化
に
よ
る
雇
用
機
会
の
増
大

地
域
特
性
に
応
じ
た
身
近
な
サ
ー
か
ら
、
公
共
施
設
な
ど
の
適
正
配
な
ど
）
が
期
待
き
れ
ま
す
。

毎
■
■
■
■
口
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
町
■
■
■
■
■
■
一
■
■
■
■
■
一
■
■
■
■
。
ｇ
■
■
■
■
■
口
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
』
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
■
■
凹
■
■
二
■
・
■
■
■
Ｆ
Ｄ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。
■
■
■
■
■
・

中
心
部
と
そ
の
他
の
地
域
と
の
間
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
が
変
更

■
【
懸
念
さ
れ
る
事
項
〕
■
で
投
資
の
偏
り
が
生
じ
る
。
ま
た
、
さ
れ
る

歓
迎
さ
れ
な
い
施
設
等
が
特
定
の
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

住
民
の
利
便
性
が
低
下
す
る
地
域
に
誘
導
さ
れ
る

が
、
関
係
各
市
町
の
従
来
の
ま
ち

合
併
後
、
新
た
な
基
準
に
よ
り
合
併
後
中
心
と
な
る
地
域
に
垂
づ
く
り
の
方
針
と
異
な
る
部
分
が

役
所
や
出
張
所
な
ど
の
公
共
機
関
点
的
に
投
査
が
行
わ
れ
、
地
域
に
．
生
じ
、
継
続
性
が
な
く
な
る
｝
」
と

の
再
配
置
が
行
わ
れ
、
地
域
に
よ
よ
っ
て
は
社
会
資
本
の
投
資
が
少
が
懸
念
き
れ
ま
す
。

つ
て
は
利
用
機
関
の
位
置
が
遠
く
な
く
な
る
恐
れ
や
、
歓
迎
さ
れ
な
税
負
担
の
増
加
や
財
政
状
況
の
違

な
っ
て
、
不
便
に
な
る
こ
と
が
懸
い
施
設
等
（
廃
棄
物
関
連
施
設
等
）
い
に
よ
る
問
題
が
生
じ
る
。
ま
た
、

念
さ
れ
ま
す
。
が
、
特
定
の
地
域
に
誘
導
き
れ
る
思
い
切
っ
た
行
財
政
改
革
が
で
き

住
民
参
加
の
機
会
が
少
な
く
な
り
、
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
な
く
な
る

住
民
の
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対
応
分
権
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
の
個
人
市
民
税
（
均
等
迦
や
法

が
で
き
な
い

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
な
人
市
民
税
の
税
割
の
違
い
に
よ
り
、

自
治
体
の
規
模
が
拡
大
す
る
こ
く
な
る

住
民
等
の
負
担
が
増
加
す
る
こ
と

と
で
、
住
民
の
声
や
意
見
が
議
会
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
事
業

や
行
政
に
届
き
に
く
く
な
り
、
行
ま
で
各
市
町
が
地
域
特
性
に
合
わ
所
税
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
事

政
へ
の
住
民
参
加
の
機
会
が
少
な
せ
て
定
め
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
業
者
の
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
も

く
な
る
こ
と
で
、
住
民
参
加
の
ま
基
準
が
統
一
さ
れ
、
個
性
的
な
ま
あ
り
ま
す
。

ち
づ
く
り
が
後
退
し
、
住
民
の
二
ち
づ
く
り
が
で
き
な
く
な
る
懸
念
一
方
、
財
政
状
況
が
市
町
間
で

－
ズ
に
的
確
に
対
応
で
き
な
く
な
が
あ
り
ま
す
。
異
な
る
た
め
、
財
政
状
況
の
良
い

る
こ
と
が
懸
念
き
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
市
町
に
と
っ
て
不
利
が
生
じ
た
り
、

今
回
は
「
市
町
村
合
併
」
を
中
心
に

一
難

》
内
６
地
区
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

一
今
回
は
、
帝
町
埜
口
鮭
を
Ｉ
ｒ
ｌ
Ｕ

分
分
分
分

一
一
中
心
に
、
皆
ざ
ん
の
意
見
を
お
０
０
０
０

３
３
３
３

－
》
邸
ご
し
ま
玄
時
出
鵬
出
鵬
側
鵬
側
鵬
側
塒
側
塒

一
一
ま
譜
睾
竿
恥
辱
蘂
雑
膳
魂
罹
雪
日
躯
峠
躯
味
鋸
附
妬
附
旧
司
旧
司

月
噸
月
暁
月
噺
月
暁
月
時
月
時

一
一
蓉
鍾
》
》
唾
竜
砦
窪
都
．
の
参
加
制
杷
荊
杷
荊
紹
‐
制
㈹
旭
扣
ね
艸

区
飴
区
弼
睡
北
区
佐
区
木
区
子
区

一
日
時
・
場
所
表
参
照
孫
地

一
地
天
地
我
北
湖
地
布
地
新
地
我
南

一
‐
咽
‐
一
噸
畷
岬
棡
柵
櫃
峪
燗
１
１
１
‐
Ｉ
Ⅲ
剛
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
川
Ⅱ
１
１
１
１
１
‐
１
１
Ⅷ
‐
‐
ｈ
１
１
‐
１
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。

｜
市
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

鋤
瀧
澤
》
一
釧
繍
孵
肺
州
ジ
ュ
Ｉ
ル

き
れ
ま
す
。

蕊
蕊
謹
篝
皇
た
一
霊
譜
溌
諏
訂
薩
灘
謙
譲
筆

な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
■
す
。
広
報
あ
び
こ
廻
月
１
日
号
で
は
、
合
併
し
た
場
合
と
、
我
孫
子
市
が

特
薑
雲
禁
喜
窓
、
一
猿
瀧
叢
鴎
や
蕊
灘
群
議
簿
塞
簔

な
る地

域
の
特
性
や
規
模
に
応
じ
て
■
Ｅ
メ
ー
ル
重
」
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ざ
ら
に
、
来
年
の
１
月
に
、
無

罐
蕊
蕊
灘
一
鋪
議
識
罐
欝
淵
驚
簔

市町村合併に閨する

意見をお寄せください
市の根幹にかかわり、市民の生活墓盤の変容につな

がる市町村合併は$市民の皆さんがさまざまな視点か

ら考え＄自主的に判断することが大切です。

本市の合併に対する意見をお寄せください。

ご意見は､郵送、ファクス、Eメールのいずれかで

〒270-1192（住所省略可)市役所企画調整担当Ⅷ

7183-0066Eメール9appeiOcity.abiko.

chiba.jpへお送りください。

市町村合併に関する国県の支援や他の地域の動向

などについて、インターネットでご覧いただけます。

千葉県の市町村合併に関するホームページアドレス

http://www.pref.chiba.lp/syozoku/a_shic

hou/kouiki/9appei.html

総務省の合併相談コーナーのﾎー ﾑページアドレス

http://www.soumu.90.jP/9apei/index.html

圃企画調整担当内線225

地区

湖北

地区

．

’１
１

一



一

(6)おび 《
》第1080号 2002.11.1

一

第
喧
回
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
平
成
巧
年
１
月
配
日
（
且

受
け
付
け
…
午
前
８
時
か
ら
９
時
、

開
会
式
：
・
９
時
加
分
、
競
技
開
始
．
：

９
時
”
分
（
雨
天
実
施
・
荒
天
中
止
）

受
付
場
所
湖
北
台
中
学
校

種
目
下
表
を
参
照

出
場
資
格
①
各
距
離
を
完
走
で
き

る
方
（
ｍ
、
の
部
は
釦
分
以
内
で
完

走
で
き
る
方
）
②
事
前
に
医
師
の

健
康
診
断
を
受
け
異
常
の
な
い
方

③
小
・
中
学
生
は
保
護
者
の
同
意
を

得
た
方

※
出
場
は
１
人
１
種
目
（
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
部
に
出
場
の
保
護
者
を
除
く
）

参
加
愛
＊
一
般
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

み
ん
芯
で
走
ろ
う
鮮
謬

働
曹
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

『大きな制について

|立松和平さんが語る
｜詞而のブロフラFル’
1947年栃木県宇都宮市で出生。

1970年早稲田大学在学中に文学作品

｢自転車｣で第1回早稲田文学新人賞

を受賞｡卒業後､土木作業員，運転

手などの職業を経験した後､故郷に

戻って宇都宮市役所に勤務。

1979年から文筆活動に専念する。

－
縦
灘
総
醐
域
鰄
熱
ド
ン
グ
リ
の
ブ
ン
ブ
ン
笛
を
つ
く
善
つ
！
一

講
猿
会
を
開
催
し
ま
す
。

招
非
簿
灘
唾
呼
鰯
瓢
五
本
松
公
園
で
ネ
イ
チ
ヤ
ー
イ
ン
一

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
我
孫
子
市
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
は
、
後
０
時
犯
分
解
散
予
定
）

日
時
哩
月
１
日
（
日
）
午
後
１
時
”
一
自
然
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。
場
所
五
本
松
公
園
（
雨
天
中
止
）
一

分
か
ら
３
時
〈
午
後
１
時
開
場
）
一
秋
の
深
ま
る
五
本
松
公
園
で
、
ご
内
容
公
園
内
の
自
然
観
察
（
昆
虫
一

場
所
市
民
会
館
家
族
や
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
、
自
然
や
切
り
株
）
、
道
具
を
考
え
な
が
ら
一

入
場
料
無
料
ド
ン
グ
リ
の
ブ
ン
ブ
ン
笛
作
ｎ
コ
一

一
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
不
要
（
直
接
会
場
へ
）
日
時
・
集
合
場
所
ｎ
月
９
日
（
土
）
ナ
ラ
（
ド
ン
グ
リ
）
の
種
ま
き
ほ
か

固
生
活
支
援
課
・
内
線
３
７
７
午
前
９
時
東
我
孫
子
駅
南
口
広
場
、
※
早
く
来
た
方
は
、
紙
鉄
砲
の
的
当

ま
た
は
９
時
犯
分
五
本
松
公
園
（
午
て
遊
び
も
で
き
ま
す
。

（
１
組
）
．
：
１
５
０
０
円
＊
小
・

中
学
生
…
５
０
０
円

※
中
止
の
場
合
は
参
加
費
は
返
金
し

ま
せ
ん
。
参
加
蛍
を
も
っ
て
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
所
定
の
申
込
用
紙
（
市

民
体
育
館
、
市
役
所
市
民
課
・
各
支

所
・
行
政
連
絡
所
、
市
内
郵
便
局
に

用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
哩

月
２
日
ま
で
に
最
寄
り
の
郵
便
局
で

申
込
用
紙
添
付
の
振
替
用
紙
に
よ
り

参
加
費
を
郵
便
振
替

圃
エ
ン
ト
リ
！
・
・
我
孫
子
市
新
春

マ
ラ
ソ
ン
エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー
壷

０
３
１
３
７
１
４
１
７
９
２
４
、
大

会
．
：
教
育
委
員
会
体
育
課
金
７
１
８

７
１
７
５
５
５

▼種目と年齢別の内訳
距離種目

1.5kmファミリーの部
小学生の部

3km中学生の部

5km

一般の部

10km

年齢別の内訳
親1人と小学校1年～4年生の
子1人で1組

4年～6年生の男女別・学年別

1年～3年生の男女別・学年別

男子･･高校生～19歳､20～29歳、
30～39歳､40～49歳､50～59歳、
60歳以上
女子…高校生～29歳､30～49歳、
50歳以上

蕊
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
は
、
後
０
時
犯
分
解
散
予
定
）

閉
催
し
ま
す
。
場
所
五
本
松
公
園
（
雨
天
中
止
）
一

五
本
松
公
園
で
、
ご
内
容
公
園
内
の
自
然
観
察
（
昆
虫
一

ら
と
一
緒
に
、
自
然
や
切
り
株
）
、
道
具
を
考
え
な
が
ら
一

ま
せ
ん
か
。
ド
ン
グ
リ
の
ブ
ン
ブ
ン
笛
作
ｎ
コ
一

所
ｎ
月
９
日
（
土
）
ナ
ラ
（
ド
ン
グ
リ
）
の
種
ま
き
ほ
か

拝
子
駅
南
口
広
場
、
※
早
く
来
た
方
は
、
紙
鉄
砲
の
的
当

分
五
本
松
公
園
（
午
て
遊
び
も
で
き
ま
す
。

Ｉ
定
員
先
着
鋤
人
程
度

１
１
１
■
ｎ
日
■
■
口
■
■
■
■
。
■
可
Ｉ
‐
Ｉ
‐
‐
Ｉ
日
日
ｌ
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｒ

「
子
育
て
支
援
」
が
、
ざ
ま
ざ
ま

な
形
で
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
モ

デ
ル
の
な
い
子
育
て
に
悩
ん
だ
り
、

自
己
実
現
の
道
を
模
索
し
た
り
し
て

い
る
親
た
ち
を
応
援
す
る
方
た
ち
も

増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
で
は
、
現
在
「
子
育
て

男女共同参画時代における子育て支援

子育て支援者
養成講座

支
援
」
し
て
い
る
方
や
こ
れ
か
ら

「
子
育
て
支
援
」
を
め
ざ
す
方
な
ど

を
対
象
に
、
ジ
エ
ン
ダ
ー
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
「
子
育
て
支
援
」
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時
。
内
容
下
表
を
参
照

場
所
ア
ビ
ス
タ

対
象
。
定
員
子
育
て
支
援
者
と
し

て
活
動
中
の
方
ま
た
は
活
動
し
て
み

た
い
方
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
方
、
子
育
て
支
援
に
か

か
わ
る
行
政
担
当
者
、
い
ず
れ
も
全

日
程
参
加
で
き
る
方
、
先
着
犯
人

参
加
費
無
料

※
託
児
（
２
歳
以
上
の
未
就
学
児
）

を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込
み
時
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
電
話
で
我
孫
子
地
区
公

民
館
壷
７
１
８
２
１
０
５
１
１
へ

主
催
（
財
）
日
本
女
性
学
習
財
団

圃
市
男
女
共
同
参
画
担
当
・
内
線

２
９
３

秋
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
手
賀
沼

周
辺
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
場
で
は
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
軽
食

販
売
な
ど
も
行
い
ま
す
。

日
時
皿
月
酔
日
（
且
午
前
８
時
か

ら
受
け
付
け
、
９
時
犯
分
ス
タ
ー
ト

集
合
場
所
手
賀
沼
親
水
広
場

※
車
で
の
来
場
は
ご
連
庫
く
だ
き
い
。

コ
ー
ス
下
表
を
参
照
（
雨
天
実
施
）

参
加
費
事
前
：
４
０
０
円
、
当
日

ｳｵー ｷﾝグで健康づ<I)

季寶沼ふれあ芯
ウオーク2002

▼講座の内容

目 時 テーマ

11月2旧(木)15時~17時30分男女共同参画時代の子育て支援～その基本的な考え方～

11月26日(火)13時~16時子どもと支援者~場面で考えるジェンダー①～

12月5日(木)10時~12時子どもと支援者~場面で考えるジェンダー②～
12月5日(木)13時~15時子育て支援とジェンダー～これまでの学習をふり返って～
12月12日|(木)13時~1:6時地域で生かそう、この学び

※学習支援者として、内海崎貴子さん(111村学園女子大学助教授）と大森昭生さん(共愛学
園前橋国際大学専任講師)が全日程を通して参加します。

．
：
５
０
０
円
（
小
学
生
未
満
は
無
料
）

申
し
込
み
事
前
…
指
定
用
紙
（
市

役
所
市
民
ホ
ー
ル
、
各
支
所
・
行
政

連
絡
所
・
公
民
館
．
近
隣
セ
ン
タ
ー
、

市
民
体
育
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市

内
郵
便
局
に
用
意
）
で
参
加
蜜
を
郵

便
振
替
し
、
受
領
書
を
当
日
持
参

当
日
…
集
合
場
所
で
受
け
付
け

※
参
加
識
は
払
い
戻
し
し
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
き
い
。

固
保
健
セ
ン
タ
ー
垂
７
１
８
７
１

１
１
３
１
（
当
日
は
柏
市
健
康
推
進

課
垂
７
１
６
４
１
３
３
３
３
）

▼コースと距離

3km瀞艤面圭議鵠
親水広場→手賀沼公園

デ'0'《､→柏ふるさと公園→手
賀大橋→親水広場

ス

親水広場→手賀沼公園→

20km憧識蝉7獺
グセンター→親水広場

I
、

小売店舗を対象に

,嚥雪嘩
成14年全国物価統計調査｣を実施します。

識
調査方法は､全国14万(市内約220)の小売

店舗に調査票をお持ちし、商品の販売価格を記
入していただきます。

なお､一部の飲食店､サービス業については、

市が調査を行います。ご協力をお願いします。
間総務課内線229

普通救命講習会
消防署では､バイスタンダー(その場に居合わせた応急処置

のできる人)を育成するため､普通救命講習会を開催します。

救急隊員が人形を使って､人工呼吸やﾉ順マ｛ｿサージ､止血

法を指導します。

日時11月16日(土)午前9時から正午(参加無料）

場所湖北台近隣ｾﾝﾀｰ

対象｡定員市内在住･在勤で健康な方､先着30人

内容一人法の心肺驚生法､大出血時の止血法の指導(講習偽
救命技能適正と認められた方には修了証を交付）

申し込み。固直接または電話で11月8日までに消防本部警
防課遍7181-7701（土旧・祝日と夜間は冠7184-0119)ヘ

ノ

平成15年成人式は、「Openyourfuture!」をテ

ーマに､新成人の企画･運営で開催されます。

日時｡場所平成15年1月13日(祝)受け付け"午

前10時30分から､式典…11時から正午､市民会館

対象市内在住の昭和57年4月2日から同58年4

月1日までに生まれた方（12月上旬に通知を発送）

※市内小中学校の卒業生で､市外在住の方も出席

可。

圃教育委員会社会教育課冠7185-1151

や

’
－
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「
あ
び
こ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
３
回
目
は
、
演

技
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

市
民
の
皆
ざ
ん
に
よ
る
手
作
り
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
あ
び
こ
市
民
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
」
は
、
来
年
１
月
に
出
演

者
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

あびこ市罵ミュージカル
ブレイバント第S弾

淘披lのﾜーｸｼﾖﾂﾌ゙

日
程
ｎ
月
晦
日
（
土
）
・
ロ
日
（
日
）

場
所
あ
び
こ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ

ザ
ー
階
正
面
広
場
（
我
孫
子
駅
側
）

◎
展
産
物
共
進
会
・
展
示

日
時
皿
月
妬
旦
土
）
展
示
：
午

後
１
時
か
ら
３
時
展
示
物
即
売
・
・
・

午
後
３
時
か
ら
４
時
如
分

◎
家
庭
菜
園
の
野
菜
品
評
会

日
時
皿
月
嘔
日
（
且
出
品
受
付

．
：
午
前
、
時
か
ら
皿
時
審
査
…
午

前
ｎ
時
か
ら
正
午
展
示
：
正
午
か

ら
午
後
２
時
表
彰
…
午
後
２
時

（
出
品
方
法
は
下
表
を
参
照
）

◎
新
鮮
野
菜
の
即
売
会

日
時
ｎ
月
”
日
（
且
午
前
、
時
か

ら
午
後
２
時

第
創
回
農
業
ま
つ
り
・
共
進
会

家
庭
菜
園
の
野
菜
品
評
会
の
出
品
者
を
募
集

P

は
津
劃
峨
蹴
蠅
瀧
誰
鰡
一

い
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
き
い
。

日
時
・
場
所
①
ｎ
月
酔
旦
旦
午
一

前
９
時
”
分
か
ら
正
午
…
湖
北
地
区
一

公
民
館
②
午
後
２
時
か
ら
４
時
知

分
…
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
小
学
校
４
年
生
以
上
の
方
、

各
回
先
着
犯
人
（
経
験
は
問
い
ま
せ

ん
）

講
師
長
沢
け
い
子
さ
ん
（
演
出
家
）
、

塚
田
一
彦
さ
ん
（
演
出
家
）

参
加
費
無
料

申
し
込
み
・
固
郵
送
、
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
寵
話
番
号
、

演
技
経
験
の
有
無
、
学
生
の
方
は
学

校
名
を
明
記
し
、
〒
２
７
０
１
１
１

６
６
我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会

文
化
課
壷
７
１
８
５
１
１
１
５
１

四
７
１
８
２
１
５
８
６
７
、
Ｅ
メ
ー

ル
ご
匡
二
穴
津
⑤
ａ
ご
画
言
云
ｏ
・

○
ゴ
ー
ご
画
・
］
ロ
へ

◎
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ゲ
ー
ム

輪
投
げ
で
お
米
ゲ
ッ
ト
ゲ
ー
ム

（
入
れ
ば
米
１
煙
外
れ
た
ら

紙
ふ
う
せ
ん
）
…
ｎ
月
暉
日

（
土
）
正
午
か
ら

玉
入
れ
タ
マ
ゴ
ゲ
ッ
ト
ゲ
ー
ム

（
入
れ
ば
タ
マ
ゴ
、
外
れ
た
ら

紙
ふ
う
せ
ん
）
：
血
月
”
日

（
且
午
前
、
時
か
ら
（
タ
マ
ゴ

は
１
０
０
０
個
分
を
用
意
）

◎
野
菜
づ
く
り
相
談
コ
ー
ナ
ー

曰
時
ｎ
月
稻
日
（
土
）
・
”
日

（
旦
午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時

固
農
政
課
・
内
線
５
１
３

（
当
日
は
念
０
９
０
１
８
７
４

２
１
０
８
２
２
）

家庭菜園などで作った野菜を出品してみません力、
対象市内の家庭菜園や市民農園で採れた野菜類

※品目や規格は､実施要領(農政課､各支所‘行政連絡

所､市内の農業共同組合各支店に用意)を参照。

申Iし込みハガキまたは申込書（実施要領に添付)で、

住所､氏名､電話番号､品目名（1世帯3品目まで)$作

物のPR，返却希望の有無を明記し、11月12日（必着）

までに〒270-1192(住所省略可)市役所農政課へ

一
今
年
の
冬
休
み
劇
場
は
、
オ
ベ
ラ

シ
ア
タ
ー
こ
ん
に
ゃ
く
座
の
「
森
は

生
き
て
い
る
」
を
上
減
し
ま
す
。

オ
ペ
ラ
劇
団
と
し
て
加
年
以
上
の

実
繊
を
誇
る
同
劇
団
は
、
各
地
で
オ

ペ
ラ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

前
半
は
笑
い
が
絶
え
ず
、
後
半
は

一
涙
が
込
み
上
げ
て
く
る
今
回
の
作
品

は
、
テ
ン
ポ
の
良
さ
と
明
る
く
豊
か

、
冬休み

場
オ
ペ
ラ
シ
ア
タ
ー
こ
ん
に
ゃ
く
座

劇
『
森
は
生
き
て
い
る
」

●

な
音
楽
が
光
る
舞
台
で
す
。

日
時
廻
月
空
旦
且
午
後
１
時
犯

分
開
場
、
２
時
開
減

場
所
市
民
会
館

入
場
料
１
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

※
入
場
券
、
人
分
を
ご
購
入
い
た
だ

い
た
団
体
に
は
、
付
添
券
１
人
分
を

お
付
け
し
ま
す
（
取
り
扱
い
は
教
育

委
員
会
で
の
み
）
。

入
場
券
販
売
所
平
賀
書
店
、
ミ
リ

オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
荒
井
書
店
、

東
京
事
務
器
、
写
真
の
お
ち
あ
い
、

デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
つ
く
し
野
店
、

柏
商
島
屋
友
の
会
、
取
手
と
う
き
ゅ

う
、
市
民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り

圖
教
育
委
員
会
文
化
課
公
７
１
８

５
１
１
１
５
１

※
、
人
以
上
の
団
体
は
バ
ス
送
迎
あ

り
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
を
。

１
１我孫子市文化祭

第45回文化祭は、10月13日から土曜・日曜日を中心に各会場で開催されて

います｡今月旧からは､総合展覧会も始まります。

圃教育委員会文化課窓7185-1151

行事名 月 日 時 間会場

芸民謡｡舞踊発表会11月3日(祝）10:30～17:00

嬰漿簔鵤鮪雛蝋臓
展湖北菊花展11月2日～5日 湖北地区公民館前

示我孫子菊花展（土～火）ｱｽ嫡側(頌内）

蔑洋ラン展Ⅷ'月3目(祝）市民プラザ

壷鶏舗豪州悪且話日'…:"γｽ’
晨手工芸｡手工芸雛生展11月16日-1:8日(土-月）市民プラザ
鬘盆栽。山野草展’'月9日｡'0日
云東洋繭秋季展（土。日）9:00～16:00市民会館
各謡曲大会11月3日(祝）10:00～17:00湖北地区公民館

雲茶会11魑蔀日10:00~'5:00娼辮#踊

彗筐皇芙菫順鮨|洲:繩::市民会”

｜
野
圃
市

桂
歌
丸
。
林
家
こ
ん
平

落
語
二
人
会

日
時
・
場
所
平
成
巧
年
２
月
９
日

（
且
午
後
２
時
開
演
、
野
田
市
文
化

会
館

入
場
料
Ｓ
席
３
０
０
０
円
、
Ａ
席

２
５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

※
販
売
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、
野
田

市
文
化
会
館
念
７
１
２
４
１
１
５
５

５
へ
（
塑
窓
ｎ
月
犯
日
か
ら
）

一
‐
松
戸
市

松
戸
市
国
際
文
化
祭

世
界
の
文
化
を
体
験
し
よ
う

日
時
ｎ
月
知
日
（
土
）
午
前
、
時
犯

薑
●

柏
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
魅
力

日
時
・
場
所
哩
月
８
旦
旦
午
後

３
時
開
減
、
柏
市
民
文
化
会
館

内
容
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
、
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
・
ス

ト
ー
リ
ー
ほ
か

入
場
料
２
０
０
０
円
（
高
校
生
以

下
８
０
０
円
）
〈
全
席
自
由
〉

※
販
売
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、
柏
市

文
化
課
壷
７
１
６
７
１
１
４
９
４
へ

分
か
ら
午
後
３
時
犯
分

場
所
松
戸
市
民
会
館
（
入
場
無
料

内
容
①
ア
ン
デ
ス
の
響
き
～
ロ

ス
・
ラ
テ
イ
ー
ノ
ス
「
フ
オ
ル
ク
ロ

ー
レ
コ
ン
サ
ー
ト
」
②
展
示
・
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
世
界
の
グ
ル
メ
コ
ー

ナ
ー
（
有
料
）
ほ
か

※
①
は
往
復
ハ
ガ
キ
な
ど
で
ｎ
月
加

日
（
必
着
）
ま
で
に
申
し
込
み
。

固
（
財
）
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
丑

０
４
７
１
３
６
６
１
７
３
１
０

庁一

雲柏
市，

（
入
場
無
料
）

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
デ
イ
ヘ
ル

プ
」
が
、
内
閣
府
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
推
進
功
労
者
表
彰
の
内
閣
官
房
長

官
蛍
を
受
賞
し
、
市
長
に
報
告
に
訪

れ
ま
し
た
（
写
真
）
。

表
彰
式
は
９
月
奉
日
に
首
相
官
邸

で
行
わ
れ
、
福
田
官
房
長
官
か
ら
賞

第
４
回
国
際
交
流
弁
論
大
会
が
、

９
月
四
日
に
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ

お
さ

れ
、
長
真
司
さ
ん
（
布
佐
平
和
台
）

が
市
長
蛍
を
受
愛
し
ま
し
た
（
写
真
）
。

大
会
に
は
、
中
学
１
年
生
か
ら
和

代
の
社
会
人
ま
で
、
哩
人
の
発
表
者

が
登
埴
。
外
国
人
の
方
２
人
も
、
流

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
功
績
に
内
閣
営
房
長
官
賞

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
デ
イ
ヘ
ル
プ
が
市
長
に
報
告

ひ
と
言
の
英
会
話
が
私
の
人
生
を
変
え
た

お
さ
』

国
際
交
流
弁
論
大
会
で
長
真
司
さ
ん
が
市
長
賞

｜
あ
び
こ
あ
れ
こ
れ
一

ち
ょ
う
な
日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
を
行

い
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
約
１
３
０

人
の
来
場
者
が
訪
れ
、
立
ち
席
も
出

る
盛
況
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
私
立
高
校
で
英
語
の
教
師
を

し
て
い
る
長
さ
ん
は
、
高
校
生
の
と

き
に
当
時
唯
一
知
っ
て
い
た
英
会
話

〃
雲
言
馬
員
⑦
苫
巨
辱
。
ョ
涙
を

都
内
の
美
術
館
で
ア
メ
リ
カ
人
へ
話

し
か
け
、
通
じ
た
と
き
の
喜
び
が
自

分
の
人
生
を
変
え
た
こ
と
を
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
英
語
で
語
り
ま
し
た
。

い
必
り
い

な
お
、
教
育
長
賞
は
中
原
一
威
さ

一
ん
（
白
山
中
学
校
２
年
）
、
国
際
交

流
協
会
会
長
蛍
は
染
谷
ブ
レ
ン
ダ
さ

ん
（
布
佐
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま

し
た
。

状
と
盾
を
授
与
さ
れ
、
小
泉
総
理
大

臣
か
ら
長
年
の
活
動
に
対
す
る
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
蛍
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

功
繊
の
あ
っ
た
団
体
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
今
回
は
全
国
で
皿
の
団
体
が

受
賞
し
ま
し
た
。

デ
イ
ヘ
ル
プ
は
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
住
宅
の
手
す
り
の
取
り
付
け
や
、

段
差
の
解
消
な
ど
の
活
動
を
長
年
行

っ
て
お
り
、
家
庭
内
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
策
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

代
表
の
森
谷
良
三
ざ
ん
は
、
「
デ

イ
ヘ
ル
プ
と
し
て
、
一
番
意
義
あ
る

賞
を
い
た
だ
い
た
」
と
喜
び
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

〕

’
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－

日
ｎ
月
妬
日
（
土
）
・
ロ
日
（
日
）
い

ず
れ
も
、
時
～
脂
時
（
入
場
無
料
）

内
演
技
。
演
奏
…
コ
ー
ラ
ス
、
民

謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、
詩
吟
、
剣
舞
、
舞

踊
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
津
軽
三
味
線
、

大
正
琴
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
鐵
町
器

楽
演
奏
展
示
・
・
絵
画
、
デ
ッ
サ
ン
、

書
道
、
絵
手
紙
、
墨
絵
、
ト
ー
ル
ペ

イ
ン
ト
、
生
け
花
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

キ
ル
ト
、
編
み
物
、
盆
栽

所
。
問
新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー
壷
７

１
８
８
１
２
０
１
０

日
皿
月
晒
日
（
土
）
哩
時
～
”
時
、

ロ
日
（
旦
９
時
～
嘔
時
（
入
場
無
料
）

内
展
示
（
両
且
：
・
書
、
生
け
花
、

木
彫
、
は
が
き
絵
、
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ

ほ
か
喫
茶
室
（
両
日
）
…
コ
ー
ヒ

ー
ほ
か
宥
魁
無
料
体
験
コ
ー

ナ
ー
（
”
日
）
…
パ
ー
チ
メ
ン
ト
ク

ラ
フ
ト
、
押
し
花
絵
お
茶
席
（
灯

日
扣
時
～
）
：
・
一
席
３
０
０
円

所
・
問
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

垂
７
１
８
２
１
９
９
８
８

新
琴
誕
雫
坐
詫
壱
澪
謝
蜘
鐸
』
祭

職
認
砂
ろ
ぽ
奪
蒲
蛎
㈲

曲
目
幻
想
交
響
曲
（
ベ
ル
リ
オ
ー

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。
ズ
）
、
悲
劇
的
序
曲
（
ブ
ラ
ー
ム
ろ
、

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
住
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
１
番
卜
短
調

市
役
所
・
・
・
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
垂
７
１
８
５
１
１
１
１
１
作
品
麺
（
ブ
ル
ッ
フ
）

で
か
け
て
蕊
楜
喋
織
戦
野
、
日
０
０
円
Ｂ
席
３
５
０
０
円
Ｅ
※

費
Ｓ
席
５
５
０
０
円
、
Ａ
席
４
５

み
ま
せ
ん
か
熟
評
豊
擬
出
雲
溌
鈍
塗
半
額
割
引
、

天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
畷
謹
言
．
く
り
コ
ー
ナ
ー
ほ
か
和
太
鼓
（
９
問
都
響
ガ
イ
ド
容
昭
１
３
８
２
２

文
化
祭
日
、
群
～
）
餅
つ
き
大
会
（
９
日
１
０
７
２
７

日
ｎ
月
９
日
（
土
）
．
、
日
（
日
）
．
費
２
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）
日
血
月
２
日
主
）
、
３
日
（
祝
）
い

”
旦
旦
い
ず
れ
も
、
時
～
頤
時
問
大
内
垂
７
１
３
４
１
４
７
２
０
ず
れ
も
９
時
犯
分
～
”
時

内
震
示
（
９
貝
”
且
…
寳
謹
綱
電
慧
易
鰄
鰹
謹
‐
ク
シ
・
‐
、

（
入
場
無
魁

絵
画
和
紙
ち
ぎ
り
絵
、
陶
芸
、
華
日
ｎ
月
晒
日
王
両
時
開
演
金
村
義
明
講
演
会
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

道
ほ
か
所
森
の
ホ
ー
ル
幻
（
松
戸
市
）
ツ
ト
、
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
、
民
族
衣
装

日
：
．
日
時
、
所
…
場
所
、
内
．
：
内
容
、
種
：
種
目
、
串
・
出
席
者
。
出
演
者
な
ど
、
対
：
対
象
》
定
員
、

窪
謹
震
鍾
鯉
季

日
、
時
～
）
餅
つ
き
大
会
（
９
日

、
時
犯
分
～
皿
時
）

所
・
問
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
垂

７
１
８
９
〆
１
３
７
４
０

日
ｎ
月
塑
日
（
祝
遍
時
開
演

所
市
民
会
館

出
市
内
型
合
唱
団
体

※
白
山
中
学
校
合
唱
部
ゲ
ス
ト
出
演
。

費
３
０
０
円
（
全
席
自
由
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
平
賀
醤
店
、
荒

井
書
店
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、

塞
皐
事
務
器
、
写
真
の
お
ち
あ
い
、

市
民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り

問
木
村
壷
７
１
８
５
１
１
６
９
９

風
の
歌
５
ヴ
オ
ー
カ
ル

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
祈
唖
５
・

日
哩
月
皿
日
（
土
兎
時
開
演

所
第
一
生
命
ホ
ー
ル
（
地
下
鉄
大

江
戸
線
勝
ど
き
駅
下
車
）

出
指
揮
…
片
山
み
ゆ
き
さ
ん
出

演
…
う
た
び
と
風
の
集
い
（
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
饗
、
雲
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

き
な
り
ね
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
を
歌

う
会
女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
響

曲
目
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ｅ

に
い
み
と
く
ひ
で

Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
（
新
実
徳
英
作
曲
）
ほ
か

第
鴎
回
我
孫
子
市
合
唱
祭

一
篦
〃
回
秋
の
寿
ま
つ
り

Ｉ

日
・
所
皿
月
塑
日
（
金
）
四
時
開
演
、

印
西
市
文
化
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）

出
ア
キ
レ
ス
・
デ
レ
ー
ヴ
イ
ニ
ユ

さ
ん
、
石
山
聡
ざ
ん

曲
目
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
零
番
「
熱

情
」
（
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲
）
ほ
か

問
ホ
ワ
イ
ト
ヴ
イ
ラ
印
西
垂
０
４

７
６
１
埋
１
７
３
０
０

－
特
豊
壜
錘
鎌
催
奈
一

日
・
所
ｎ
月
、
日
（
日
）
、
時
”
分

～
画
時
、
久
遠
苑
（
雨
天
実
施
）

内
作
品
展
示
、
模
擬
店
ほ
か

問
同
苑
壷
７
１
８
７
１
３
１
４
１

日
。
所
ｎ
月
幻
日
（
日
）
ｎ
時
～
畔

時
、
千
葉
信
用
金
庫
我
孫
子
支
店
駐

車
場
（
雨
天
実
施
）

内
地
元
商
工
業
者
に
よ
る
バ
ザ
ー

ル
、
子
ど
も
く
じ
引
き
ほ
か

主
寿
商
店
会

間
渡
辺
壷
７
１
８
２
１
０
８
１
０

ホ
ワ
イ
ト
ヴ
ィ
ラ
印
西

第
８
回
チ
ヤ
リ
テ
イ
ー
コ
ン
ラ
ー
ト

中
央
学
院
大
学
箏
壼
回
あ
び
こ
察

1

日
・
所
①
皿
月
畔
日
（
木
）
９
時
如

分
～
ｎ
時
犯
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

②
ｎ
月
四
日
（
火
）
９
時
弛
分
～
ｎ
時

如
分
、
我
孫
子
地
区
公
民
館

し
き
し

内
カ
レ
ン
ダ
ー
付
き
ミ
ニ
色
紙

定
各
回
先
着
犯
人

費
５
５
０
円

持
の
り
、
は
き
み
、
も
の
さ
し

申
ハ
ガ
キ
に
希
望
日
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
明
記
し
、

ｕ
月
５
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒

２
７
０
１
１
１
４
７
若
松
率
の
４
我

孫
子
地
区
公
民
館
垂
７
１
８
２
１
０

５
１
１

体
験
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
ほ
か

問
あ
び
こ
祭
実
行
委
員
会
壷
７
１

８
５
１
１
２
７
０

日
。
所
ｕ
月
酔
日
（
日
）
９
時
犯
分

～
哩
時
、
ア
ビ
ス
タ
（
参
加
無
料
）

対
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生
ま

で
と
そ
の
保
護
者
、
廻
組
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選

申
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
参
加
者
全
員

玲
舗
葦
、
襄
雲
を
里

し
ｎ
月
７
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

７
０
１
１
１
６
６
我
孫
子
１
６
８
４

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
青
少
年
担

当
壷
７
１
８
５
１
１
１
５
１

子
育
て
オ
ｉ
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

曰
。
所
ｎ
月
爽
日
（
火
）
”
時
～
哩

持
…
持
参
、
費
用
…
費
、
申
．
：

大
人
の
折
り
紙
教
室

日
皿
月
３
日
（
祝
）
～
廻
日
（
火
而

時
～
４
時
弛
分
（
雨
天
実
施
）

※
６
日
は
休
館
日
（
入
場
無
料
）

所
久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー

間
佐
野
壷
７
１
８
２
１
７
８
８
１

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
教
室

～
た
の
し
い
絵
手
紙
～

第
２
回
菊
花
展

｣

ﾛ

‐
Ｌ
■

龍
展
’

日
・
所
ｕ
月
聖
日
（
日
）
８
時
犯
分

受
付
、
市
民
体
育
館

種
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
ダ
ブ
ル
ス
肩工

（
男
・
女
・
混
合
）
１
．
２
部

※
掌
ダ
ブ
ル
ス
２
部
…
初
善
い

誤
以
上
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
部
：
あ

初
心
者
・
家
庭
婦
人

対
中
学
生
以
上
で
市
内
在
住
在
れ

謬
峰
疏
蔽
歎
耀
眉
餓
ふ

ダ
ブ
ル
ス
両
方
へ
の
出
場
は
不
可
）
の

蜜
１
人
１
誓
５
０
０
円
菫
月

生
は
２
０
０
円
）

亭
ハ
ガ
キ
に
種
目
、
住
所
、
氏
名
、
今
室教

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
（
ダ
ブ
ル
ル

ス
は
２
人
分
）
を
明
記
し
、
皿
月
超

クイ

日
（
必
董
ま
で
に
〒
２
７
０
１
１

サ

ー
１
４
新
木
野
４
の
型
の
”
川
喜
田
リ

鏑
一
彦
垂
７
１
８
８
‐
１
９
２
７
４

．

申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
）
蕊

時
釦
分
、
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
子
ど
も
と
作
れ
る
簡
単
な
お
や

つ
、
お
か
ら
入
り
ク
ッ
キ
ー
ほ
か

対
幼
児
・
小
学
生
の
保
護
者
、
先

着
加
入

※
２
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
託
児
あ
り
。

蟹
５
０
０
円
（
材
料
代
）

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、

台
ふ
き
ん
、
ご
み
袋
、
筆
記
用
具

申
電
話
で
我
孫
子
地
区
公
民
館
壷

７
１
８
２
１
０
５
１
１

日
ｎ
月
知
日
・
哩
月
７
日
・
叫
日
、

１
月
ｎ
日
・
喝
日
の
い
ず
れ
も
土
曜

日
遁
時
～
ｎ
時
（
全
５
回
）

所
市
役
所
分
館

内
中
小
企
業
診
断
士
が
創
業
の
心

構
え
、
開
業
計
画
書
作
成
等
を
指
導

対
市
内
在
住
・
在
勤
で
創
業
す
る

方
・
創
業
後
間
が
な
く
経
営
課
題
に

直
面
し
て
い
る
方
、
先
着
喧
人

費
２
０
０
０
円
（
５
回
分
）

申
電
話
で
商
工
観
光
課
・
内
線
５

０
４市

民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

創
業
者
研
修

今月の相談 ※(予)|好締りです。※住宅相談は9月から場所が変わりまbた(西別館1階)。

内容｜日時 場所問い合わせ

法律相談(予)蝋1鯏鮒磯'市驫患喬室秘書課
※予約は、11月1日(金)8時30分から電話で秘書課へ。
税務相談(予)’15（金）10:00～15:001収税課|収税課
※予約は、11月11日(月)8時30分から電話で収税課へ。
人権相談28（木）10:00～15:00西別館2階面談室生活支援課
行政相談28（木）10:00～12:00市民相談室秘書課

不動産相談8（金）10:00～15:00市民相談室建築指導課
住宅相談8（金）10:00～15;00消費生活センター
交通事故相談(予）11（月）10:00～15:00交通整備課交通整備課

心の相談(予）7（木）13:30～15:30福祉総合相談室福祉総合欄室
酒害相談1（金）13:30～15:00

秘書課
市民相談室

（本庁2階）
法律相談(予）問

…
問
い
合
わ
せ
、
主
…
主
催
・
共
催

｜教室名｜開催日時定員参加費｜持参するもの･備考

|駕菟綱,|'B(木川0-12:007人300円|礼
木工教室
（ミニ踏み台作り） 7日(木)10:00-12:00 な し7人 300円

鞠柵'潔辮醜，’
おしゃれ教室
件乳ｯｸ征鯏ﾐﾆｲｽ） 12日(火)10:00-15:00 7人 300円

’

’
牛乳パックで

ハガキ作り教室
パスタオルまたは
タオル2枚

5人 300円16B(i)10:00-12:00
建築指導課

I '500円’
トールペインティング
教室

丸筆平筆各2本､色つ
けするものは各自持参

17日(日)10:00-12:30 500円7人

福祉総合相談室

|弘 ’
25×110Cm表地、25X
70cI11裏地、25x100cm

芯地、裁縫道具、昼食
|d麓難需 20日(水)10:00-15:00 保健センター

,:|z|9:0｡~， 50受付4カ月児相談
保健センター

’
20（水）9:15～10:00受付|アビスタ
28(木)13:00～14:00受付
28(木)13:00～14:00受付
18（月）14:00～16:00柏保健所
1.8.15.22(金)14:00～16:00

婦人科…12日(火)､内科･･19日(火）

1（金）10:00～11;15つつじ荘
8（金）10;00～11:15西部福祉センター

’
育児 相 談

未熟児等発達相談(予）

療育相談
|アルコール悩みごと相談
|心の健康相談
|女性クリニック相談(予）

各回
6人 500円

｜
裂き織り教室

柏保健所
TEL

7167頁1255

申し込み電話で月曜日を除く毎日9時から17時までに､ふれあい工房運営協議
会毎7186-5500ヘ（いずれも定員になり次第締め切り。キャンセルの場合は必

柏保健所

ずご連絡を。キャンセル待ちの方は、開催日前日にご連絡ください）

◎リサイクル/フリーマーケットの出店者を募集
＊日時11月24B(B)10時～141時（出店無料）
＊場所ふれあい工房
＊対象市内在住、在勤、在学の個人団体（業者の方は出店不可）
＊募集数35区画(1区画3.3㎡）※応募者多数の場合は抽選
＊申し込み往復ハガキに代表者の住所、氏名(団体名)､電話番号、主な
出店品目などを明記し、返信面に自分の住所、氏名を明記し、11月10B
（消印有効)までに〒270-1173青山450ふれあい工房へ”

健康相談

健康生きがい

｜ゴくり相談(予）

つつじ荘
酬剛ｾﾝﾀｰ

職|!0:30~16:0． 社会福祉協議会
社会福祉

協議会
TEL

7184-1539

保健センター

社会福祉協議会
布佐市民センター
社会福祉協議会

11（月）9:00～15:00

談18（月）9:00～15:00

25（月）9:00～15:00
談3．17(日)10:00～14:00

心配ごと相談

一
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》

東
蓉
飾
地
区
雷
少
年
相
談
員
連
絡
協
識
会

↓
少
年
の
日
・
地
域
の
つ
ど
い
大
会

日
・
所
廻
月
８
日
（
且
８
時
教
育

委
員
会
集
合
、
巧
時
犯
分
解
散
予
定

（
バ
ス
で
鎌
ケ
谷
市
へ
送
迎
）
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
タ
ウ
ン
鎌
ケ
谷

内
ソ
フ
ト
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ

ー
ド
ガ
ン
ほ
か

対
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
３
年

生
～
６
年
生
、
先
着
加
入

費
参
加
無
料
（
昼
食
は
各
自
持
参

申
電
話
で
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
壷
７
１
８
５
１
１
１
５
１

日
・
所
ｎ
月
”
日
（
土
面
時
巧
分

～
晒
時
輻
分
、
ア
ビ
ス
タ

内
中
学
生
や
高
校
生
が
、
暴
力
や

い
じ
め
か
ら
自
分
を
守
る
た
め
の
、

保
護
者
向
け
人
権
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

申
電
話
で
あ
び
こ
子
ど
も
劇
場
壷

７
１
８
８
１
９
０
７
８

※
２
歳
以
上
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の

保
育
あ
り
（
要
予
約
）
〈
菓
子
代
２

０
０
円
〉
・

我
孫
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

公
開
講
演
会

日日
ｎ
月
塑
日
官
這
時
如
分
～
妬

時
釦
分

所
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

内
「
生
涯
学
習
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

I,

Ｃ
Ａ
Ｐ
・
子
ど
も
へ
の

暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム

さ
と
う
か
い
ふ
う

佐
藤
快
風
ち
ゃ
ん

（
下
ケ
戸
。
１
歳
３
カ
月
）

0

I

や
か
ち

活
動
」
講
師
…
渥
美
省
一
さ
ん
莪

孫
子
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
）

問
栗
原
垂
７
１
６
９
１
９
６
７

２↑
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

声
Ｉ
‐
‐
１
１
１
１
‐
１
１
１
．
’
１
１
１
’
．
‐
’
１
１
１
１
．

日
四
月
２
日
（
月
）
、
５
日
（
木
）
、

９
日
（
月
）
、
廻
日
（
木
）
、
妬
日
（
月
）

画
時
～
四
時
（
全
５
回
）

所
湖
北
台
西
小
学
校
体
育
館

コ
ー
チ
飯
田
武
司
さ
ん
（
中
央
学

院
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
顧
問
）

対
市
内
在
住
の
小
学
生

費
５
０
０
円

持
運
動
靴
、
ラ
ケ
ッ
ト

申
ハ
ガ
キ
に
教
室
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
（
学
年
）
、
性
別
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
ｎ
月
お
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
１
１
４
新
木

野
４
の
勢
の
幻
川
喜
田
靖
彦
丑
７
１

８
８
１
９
２
７
４

日
ｎ
月
率
日
（
火
）
９
時
開
会

所
市
民
体
育
館

種
ラ
ン
ク
別
ダ
ブ
ル
ス
ー
～
４
部

対
市
内
在
住
の
家
庭
婦
人

費
１
人
９
０
０
円

申
ハ
ガ
キ
に
２
人
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
ラ
ン
ク
を
明
記
し
、
皿

月
巧
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０

１
１
１
４
３
天
王
台
５
の
２
の
１
の

一
筆
聖
回
家
庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

Ｓ
く
し
野
・
１
歳
４
カ
月
）

め
ぐ
る

【
日
里
《
全
ぬ
い
り
ち
ゃ
ん

１
１

４
１
１
鴨
木
真
澄
壷
７
１
８
３
１
４

４
１
７

日
・
所
、
月
塑
日
（
金
）
９
時
受
け

付
け
、
市
民
埜
晶

種
目
１
チ
ー
ム
５
人
以
上
の
団
体

戦
（
４
単
１
複
で
複
の
選
手
１
人
の

み
重
複
可
）
〈
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
ラ
ン

ク
別
、
ア
ン
チ
・
粒
高
は
使
用
禁
止
〉

対
犯
歳
以
上
の
女
性

費
１
チ
ー
ム
４
０
０
０
円

申
ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
チ
ー
ム
名
、

ラ
ン
ク
、
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
、
全
員
の
氏
名
を
明
記
し
、

ｎ
月
巧
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
〒

２
７
０
１
１
１
６
４
つ
く
し
野
３
の

５
の
１
０
３
吉
田
常
子
壷
７
１
８
２

１
６
９
７
４

我
孫
子
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
総
会

日
。
所
皿
月
９
日
（
土
）
嘔
時
、
天

王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
ス
キ
ー
に
興
味
が
あ
る
方

間
柳
念
７
１
３
９
１
２
２
６
３

》
卦
酢
岬
琳
》
抑

棚
奉
剤
吋
跡
茄
秘

日
ｎ
月
８
日
～
空
日
の
毎
週
金
曜
、

ｍ
時
～
狸
時
（
全
３
旦

所
市
民
体
育
館
武
道
場
・

対
嘔
歳
以
上
の
方

費
１
０
０
０
円

持
ト
レ
ー
ー
ラ
グ
ウ
エ
ア
（
素
足

に
な
り
ま
す
）

※
な
ぎ
な
た
は
教
室
で
用
意
し
ま
す
。

申
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
な
ぎ
な
た
教
室
と
明
記

し
、
皿
月
５
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

２
７
０
１
１
１
５
２
寿
２
の
６
の
８

新
妻
富
子
壷
７
１
８
５
１
０
２
２
６

第
〃
回
我
孫
子
市

才
Ｉ
プ
ン
家
庭
婦
人
団
体
卓
球
大
会

な
ぎ
な
た
教
室

テレホンガイド
声の便利 帳

･

ファクスガイド
ファクス榎弄朧

’
日
ｎ
月
、
日
（
日
）
９
時
～
哩
時

（
雨
天
中
止
）

集
合
市
役
所
本
庁
正
面
玄
関
前

対
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓
迎
）

持
筆
記
用
具
、
双
眼
鏡
・
図
鑑

（
持
っ
て
い
る
方
の
み
）

費
無
料

問
電
話
で
我
孫
子
野
鳥
を
守
る

会
・
島
崎
念
７
１
８
７
１
２
２
２
２

手
賀
沼
探
鳥
会

日
ｎ
月
３
日
（
祝
）
ｎ
時
～
晒
時

所
手
賀
沼
親
水
広
場
（
入
場
無
料
）

内
①
講
演
会
…
春
津
田
の
保
全
」

講
師
…
ケ
ビ
ン
・
シ
ョ
ー
ト
さ
ん

（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
・
千
葉
県
印
西

市
在
住
）
②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
！
・
・
佐
倉

保
夫
ざ
ん
（
千
葉
大
学
理
学
部
教
暹

③
手
賀
沼
船
上
見
学
・
・
ｎ
時
・
粋
時

の
２
回
（
定
員
各
回
弱
人
）
④
環
境

団
体
に
よ
る
環
境
展

※
①
②
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
③
は
当
日
先
着
順
の
受
け
付

け
と
な
り
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
な

ど
詳
し
く
は
手
賀
沼
親
水
広
場
云
７

１
８
４
１
０
５
５
５

日
。
所
ｎ
月
口
日
（
日
）
、
時
如
分

～
畔
時
、
根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
平
成
画
年
４
月
１
日
現
在
で
満

５
歳
か
ら
口
歳
の
女
子

内
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
活
動
の
ミ
ニ

体
験
、
野
外
活
動
な
ど

持
上
履
き
、
水
筒
、
筆
記
用
具
、

防
寒
着

費
無
料

申
電
話
で
北
嶋
壷
７
１
８
４
１
４

５
３
１

第
担
回
ウ
オ
Ⅲ
グ
ラ
リ
ｉ

～
布
佐
再
発
見
～

日
。
所
皿
月
両
日
（
且
８
時
釦
分
、

布
佐
駅
南
口
広
場
集
合
（
雨
天
実
施
）

平
成
粋
年
度
『
手
査
沼
浄
化
フ
ェ
ア
」

力
一
日
体
験
入
団
。
説
明
会

Ｉ
ル
ス
カ
ウ
ト
っ
て
な
に
？

日
。
所
皿
月
刻
日
（
木
）
Ｂ
時
犯
分

～
画
時
犯
分
、
市
民
会
館

※
年
末
調
整
等
に
必
要
な
書
類
を
会

場
で
配
布
し
ま
す
。

※
案
内
状
が
届
い
て
い
る
方
は
、
年

末
調
整
関
係
諸
用
紙
請
求
書
を
持
参

し
て
く
だ
き
い
。

日
皿
月
妬
旦
土
）
、
時
～
巧
時

所
印
西
市
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー

内
管
理
組
合
員
、
管
理
者
、
居
住

者
等
が
抱
え
る
マ
ン
シ
ョ
ン
特
有
の

問
題
に
対
す
る
弁
護
士
に
よ
る
個
別

相
談
会
（
相
談
無
料
）

対
先
着
８
組
（
１
組
に
つ
き
犯
分
）

申
電
話
で
ｎ
月
５
日
か
ら
、
住
ま

い
情
報
セ
ン
タ
ー
霊
０
４
３
１
２
２

３
１
３
２
６
５

対
１
組
３
～
５
人

賛
１
人
２
０
０
円
ま
た
は
ス
タ
ン

プ
台
紙
１
枚

申
ｎ
月
、
日
ま
で
に
布
佐
ス
タ
ン

プ
会
加
入
店
へ

※
高
齢
の
方
、
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
り
）
。

問
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
小

幡
垂
７
１
８
９
１
３
５
７
０
、
布
佐

地
区
福
祉
協
議
会
ｓ
７
１
８
９
１
２

１
１
９

日
・
所
、
月
曜
日
（
月
）
ア
ビ
ス
タ
、

型
旦
木
）
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
、

い
ず
れ
も
、
時
～
哩
時

費
４
０
０
円
（
資
料
代
）

※
託
児
あ
り
．
事
前
に
申
し
込
み
を

：
．
２
０
０
円
（
託
児
食
付
き
）
。

間
中
野
蚕
７
１
８
４
１
９
２
４
９

家
事
会
計
講
習
会

お
し
ら
せ

I年
末
調
整
等
の
説
明
会

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
個
別
相
談
会

教
育
研
究
所
は
、
、
月
幻
日
（
月
）

に
以
前
の
場
所
（
湖
北
台
東
小
学
校
）

に
戻
り
ま
し
た
。

問
教
育
研
究
所
壷
７
１
８
７
１
４

６
０
０
四
７
１
８
７
１
４
６
１
１

．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
ｎ
月
Ｂ
日
（
水
）
喝
時
～
嘔
時

所
千
葉
県
弁
護
士
会
館
（
千
葉
市

県
庁
そ
ば
）
〈
費
用
無
料
〉

対
外
国
人
、
当
日
先
着
加
人
（
日

本
語
を
話
せ
る
人
を
同
伴
）

※
中
国
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
ペ
ル
シ

ャ
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
英
語
の
通
訳

あ
り
。

内
外
国
人
の
人
権
に
関
す
る
相
談

全
般
（
在
留
資
格
、
労
働
関
係
な
ど

持
パ
ス
ポ
ー
ト
や
給
料
明
細
書
な

ど
の
関
係
書
類

間
千
葉
県
弁
護
士
会
垂
０
４
３
１

２
２
７
１
８
４
３
１

日
ｕ
月
四
日
（
火
這
時
知
分

所
船
橋
商
工
会
議
所

内
講
演
…
「
労
働
災
害
の
防
止
」

講
師
…
岩
崎
康
ざ
ん
（
船
橋
労
働
基

準
監
督
署
署
長
）

対
先
着
１
０
０
人
（
参
加
無
料
）

問
東
葛
飾
支
庁
商
工
労
政
課
垂
０

４
７
１
３
６
１
１
４
０
８
９

外
国
人
の
た
め
の
人
権
相
談
会

日
ｎ
月
加
（
水
）
、
時
～
喧
時

所
我
孫
子
市
商
工
会

内
事
業
賓
金
融
資
に
つ
い
て
の
相

談申
電
話
で
、
ｎ
月
超
日
ま
で
に
商

工
会
垂
７
１
８
２
１
３
１
３
１

問
柏
税
務
署
法
人
課
税
第
２
部
門

壷
７
１
４
６
１
２
３
２
１

教
育
研
究
所
が
移
転

一
日
国
民
生
活
金
融
公
庫

労
働
セ
ミ
ナ
I

画書館だより
市民図書館TEL7184-1110
湖北台分館TEL7187-3055
布佐分館TEL7189-1311
移動図書館TEL7187-0909

移動図書館そよかぜ号漂賄
曜日日場所時間

水･襄鬘講重鯛|深需
20柴崎4号公園15:00～16:00

－

木 患蕊
金§震難脇扇需悪
22つくし野4号公園東側入口15:00～16:00

－－

水撫蓋-澱蝿悪需
木基聯難輔需需

一

151市民会館裏舞台搬入口14:00~14:30金
291つくし野4号公園東側入口15:00~16:00

’市民プラザギャラリー 入場無料

▼おはなし会

ミツフイータイム(対象；1歳～3歳児）催し名。問い合わせ 日時
６
。
即

旧(金)~6日（水）
10:00～18:00(旧は

13卿ら､6日は17時まで）

8日(金)~12日（火）
10:00～17:00(8日は
13時から､12日は16時まで）

水光画会第2回写真展

中山TEL7184-4149

バーバタイム(対象：4歳～9歳児）
７
．
函

第6回二写会写真展

服部TEL7188-6972
木

16日(土)~18日（月）
10:00～16:00

第45回我孫子市文化祭
手工芸展
鈴木TEL7182-7669

８
．
聖

全

▼ミニギャラリー

場所 作品・作者 展示期間 ３
．
７

１
２

第11回あびこ国際交流まつり
～子供のおもちゃ作りと謡の紙芝居～

阿部TEL7183-1231

水24日旧）

10:00～17:00
水墨画(5点）「芙劉…松崎利三郎､｢風罰
…白川雅子､｢花｣…小野キクメ､｢花｣…小
林知恵子､｢ふるさと」…秋田寿美

湖北台分館
岬
。
詔

11月13日（水）
’

12月8日旧）

木

’ ’ ’
30日(土)~12月4日（水）
10:00～18:00(4日は
15時30髄で） |布佐分館’

鮴隠諸繍ｾﾝﾀー 書甑
軒､辛l11職惟赫小
渕端$長#<に､覗溌

第16回我孫子市絵画展

鈴木TEL7182-0900
15

金
主’

布佐分館

’
－

場所

市民図書館

日時

14日･28日(木)10:40~11:00

内容

手あそび､絵本の読み聞かせほか

場所

市民図書館

湖北台分館

布佐分館

日時

7日｡2旧(木）

8日(金）

14日･28日(木）

16:00～16:30

内容

素話､絵本の読み聞かせほか
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日
時
・
場
所
①
皿
月
犯
旦
士
）
午

前
９
時
か
ら
正
午
、
保
健
セ
ン
タ
ー

②
哩
月
７
旦
土
）
午
前
９
時
か
ら
正

雫
手
賀
沼
親
水
広
場
水
の
館も

く
よ
く

内
容
①
お
産
に
つ
い
て
、
沐
浴
実

習
②
育
児
ビ
デ
オ
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
観
》
賀
ほ
か

対
象
・
定
員
両
日
参
加
可
能
で
平

日
の
し
あ
わ
せ
学
級
に
参
加
で
き
な

い
夫
婦
、
加
組
（
応
募
尭
数
時
拙
選
）

申
し
込
み
。
固
往
復
ハ
ガ
キ
か
Ｅ

メ
ー
ル
に
住
所
、
２
人
の
氏
名
、
電

話
番
号
、
出
産
予
定
日
を
明
記
し
、

皿
月
喧
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
１
１
１
３
２
湖
北
台
１
の
皿
の
咽

保
健
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
７
１
１
１

３
１
Ｅ
メ
ー
ル
ご
言
邑
８
三
国
。

。
一
一
ｚ
・
浄
ウ
ー
丙
○
・
○
匿
一
ご
麹
・
一
口
へ

健
康

〆

11月は「動物による危害防止対策強化月間」 マ
マ
バ
パ
育
児
学
謹
戦
没
者
追
悼
式

Ⅷ月はI動物による危害防止対；

ﾏﾅー 競って他人職惑に

|糊いよう,こ飼いましょう
I

’
1

1

と
橋
祉

ｎ
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止

対
策
強
化
月
間
」
で
す
。
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
、
動
物
を
適
切
に
飼
い

ま
し
よ
》
鬼

◎
動
物
に
は
、
飼
い
主
が
わ
か
る
よ

う
に
名
札
等
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
犬
の
首
輪
に
は
登
録
鑑
札
と
狂

犬
病
予
防
注
射
済
票
を
つ
け
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
動
物
は
責
任
を
持
っ
て
終
生
飼
い

ま
し
ょ
う
。
動
物
を
虐
待
し
た
り
捨

て
た
り
す
る
と
、
法
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

◎
犬
・
猫
が
み
だ
り
に
繁
殖
し
な
い

よ
う
に
、
不
妊
・
去
勢
手
術
等
の
措

置
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
犬
・
猫
に
、
公
の
場
所
や
他
人
の

敷
地
内
で
排
せ
つ
さ
せ
る
よ
う
な
迷

惑
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
散
歩
時

日
時
・
場
所
ｎ
月
８
日
釜
）
午
前

、
時
犯
分
開
式
、
市
民
会
館
（
入
場

無
料
）

対
象
戦
没
者
や
戦
災
死
没
者
等
の

遺
族
な
ど

圃
生
活
支
援
課
・
内
線
３
７
７

訪
問
介
護
員
養
成
珊
瞳

３
級
課
程
Ｌ
』
｜

日
時
・
場
所
＊
講
義
．
・
血
月
四
日

（
火
）
か
ら
塑
日
（
木
）
お
も
に
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
（
合
計
空
時
間
）
、

市
民
会
館
ほ
か
＊
実
習
・
血
月
・

平
成
巧
年
１
月
の
平
日
４
日
間
（
合

計
空
時
間
）
、
市
内
福
祉
施
設

対
象
・
定
員
市
内
在
住
の
方
、
和

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費
９
４
０
０
円

Ｉ
Ｉ
ｐ

L

可

申
し
込
み
・
固
往
復
ハ
ガ
キ
に
、

ふ
り
が
な

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年
月

日
、
性
別
、
返
信
あ
て
先
を
明
記
し
、

ｎ
月
６
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
１
１
１
６
６
我
孫
子
１
８
６
１
社

会
福
祉
協
議
会
壷
７
１
８
４
１
１
５

３
９
へ

資
格
・
定
員
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２

級
の
資
格
を
持
ち
、
介
護
職
の
経
験

の
あ
る
嬉
歳
以
下
の
方
、
若
干
名

勤
務
日
時
土
・
日
曜
日
の
ど
ち
ら

か
を
含
む
週
５
日
、
午
前
８
時
犯
分

か
ら
午
後
５
時
（
時
間
外
勤
務
あ
り
）

賃
金
時
給
１
０
０
０
円
（
祝
日
、

土
・
日
曜
日
は
割
り
増
し
）

選
考
方
法
面
接

応
募
期
限
皿
月
哩
日
（
火
）
午
後
４

時※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
垂
７
１
８
４
１
１

５
３
９
へ
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
壁

に
お
け
る
排
せ
つ
行
為
は
、
適
切

な
し
つ
け
に
よ
り
や
め
ざ
せ
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

◎
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
き
れ
て

い
ま
す
。
犬
を
運
動
さ
せ
る
場
合

は
、
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
引
き

綱
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

猫
を
屋
外
で
飼
う
と
、
感
染
症
や

交
通
事
故
等
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

◎
カ
ミ
ッ
キ
ガ
メ
や
ワ
ニ
ガ
メ
な

ど
千
葉
県
の
条
例
で
「
危
険
な
動

惣
に
指
定
さ
れ
て
い
る
動
物
を

飼
う
場
合
は
、
保
健
所
長
の
許
可

が
必
要
で
す
。
飼
い
は
じ
め
る
前

に
保
健
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

圃
柏
保
健
所
壷
７
１
６
７
１

１
２
５
５

1 臨
時
赤
Ｉ
《
ヘ
ル
パ
ー
募
集

１
日

’

」

日
時
・
場
所
皿
月
、
日
（
且
午
前

９
時
犯
分
か
ら
午
後
２
時
、
分
、
我

孫
子
菱
護
学
校
（
新
木
１
６
８
５
）

内
容
劇
、
踊
り
、
音
楽
活
動
な
ど

の
発
表
、
作
品
展
示

入
場
料
無
料

圖
皇
坐
我
孫
子
菱
護
学
校
壷
７
１

８
７
１
０
８
３
１

犬
の
飼
い
方
。
し
つ
け
方

教
室
（
基
礎
講
座
）

日
時
。
場
所
皿
月
知
日
王
）
午
前

、
時
か
ら
午
後
０
時
如
分
、
柏
市
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
柏
市
柏
下
至

内
容
①
学
科
講
習
②
模
範
演
技

③
同
伴
犬
の
実
技
訓
練
雲
予
約
・

雨
天
中
止
）

定
員
知
人
、
う
ち
同
伴
犬
の
実
技

訓
練
は
麺
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費
８
０
０
円

申
し
込
み
。
画
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
犬
の
し
つ
け
教
室
受
講
希
望
」
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
犬
同
伴
希

望
の
有
無
、
犬
の
種
類
・
雄
雌
の

別
・
年
齢
、
相
談
内
容
、
返
信
あ
て

先
を
明
記
し
、
ｎ
月
ｎ
日
（
必
着
）

福
祉
作
業
所
み
ず
童

ど
ん
と
こ
ま
つ
り
一

‐
Ｐ
‐
１
日
，
Ｉ
Ⅱ
』

皆
さ
ん
と
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
き
い
。

日
時
皿
月
９
日
壬
）
午
前
、
時
か

ら
午
後
２
時
（
雨
天
実
施
）

場
所
福
祉
作
業
所
み
ず
き
（
新
木

駅
下
車
徒
歩
巧
分
、
駐
車
場
あ
り
）

内
容
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
（
試
食

あ
り
）
、
バ
ン
ド
演
奏
、
ダ
ン
ス

言
ツ
ク
ソ
ー
ラ
ン
）
、
一
三
－
ス
ポ

ー
ツ
体
験
、
市
内
福
祉
施
設
の
模
擬

店固
み
ず
き
作
業
所
云
７
１
８
７
１

５
１
７
１

あ
よ
う
発
表
会

県
立
我
孫
子
養
護
学
校

I

家
庭
に
お
け
る
病
人
の
介
護
の
し

か
た
や
、
子
ど
も
の
事
故
防
止
・
病

気
の
予
防
法
な
ど
、
健
康
な
生
活
を

送
る
た
め
に
必
要
な
知
識
と
技
術
に

つ
い
て
の
講
習
会
で
す
。

家
庭
看
護
法
・
一
般
講
習
会

日
時
ｎ
月
順
日
（
土
）
午
前
、
時
か

ら
午
後
４
時

幼
児
安
全
法
。
支
援
員
養
成
講
習
会

日
時
ｎ
月
幻
日
（
水
）
か
ら
塑
日

釜
）
午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時
室

３
回

場
所
い
ず
れ
も
成
田
赤
十
字
病
院

対
象
。
定
員
全
日
程
に
欠
席
・
遅

刻
・
早
退
な
く
出
席
で
き
る
方
、
各

先
着
”
人
（
５
人
に
満
た
な
い
場
合

は
、
中
止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

参
加
費
各
１
０
０
０
円
（
教
材
堂

申
し
込
み
。
固
ハ
ガ
キ
に
「
希
望

講
習
会
名
○
月
○
日
～
○
日
開
催
」
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年
月

日
、
勤
務
先
（
会
社
名
・
学
校
名
）

を
明
記
し
、
〒
２
８
６
１
８
５
２
３

成
田
市
販
田
町
”
の
１
成
田
赤
十
字

病
院
社
会
課
毒
０
４
７
６
１
空
１
２

３
１
１
へ

健
康
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
し

よ
》
兎

日
時
・
場
所
皿
月
面
日
（
且
午
前

、
時
か
ら
午
後
３
時
、
平
和
台
病
院

（
布
佐
８
３
４
の
翌

内
容
大
学
教
授
・
常
勤
医
の
講
演

会
、
医
療
相
談
、
お
薬
相
談
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

入
場
料
無
料

固
平
和
台
病
院
・
山
本
壷
７
１
８

９
１
１
１
１
９

ま
で
に
〒
２
７
７
１
０
０
０
５
柏
市

柏
２
５
５
拍
保
健
所
生
活
衛
生
課
壷

７
１
６
７
１
１
２
５
５
へ

赤
十
字
家
庭
看
誰
法
お
よ
び

幼
児
安
全
法
講
習
会

平
和
台
病
院

健
康
ま
つ
り

■■
近
年
、
歯
列
矯
正
は
ま
す
ま
す
身

近
な
も
の
に
な
り
、
治
療
を
希
望
き

れ
る
方
が
多
疋
な
っ
て
き
ま
し
た
。

歯
並
び
に
乱
れ
が
あ
っ
て
、
あ
る

一
本
の
歯
を
右
方
向
へ
移
動
き
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
実
際
に
は

ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
可
能
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
た
め
に
は
ワ
イ
ヤ
ー
や
ゴ
ム

の
力
を
利
用
し
て
、
右
方
向
へ
長
時

間
適
正
な
力
が
か
か
る
よ
う
な
装
置

を
作
り
ま
す
。
こ
の
と
き
歯
根
の
右

側
す
な
わ
ち
移
動
し
て
ゆ
く
側
に
は
、

圧
力
が
か
か
り
つ
づ
け
、
歯
根
の
埋

ま
っ
て
い
る
貫
溌
影
を
吸
収

し
て
ゆ
き
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
歯

根
の
左
側
に
は
骨
を
修
復
す
る
細
胞

が
集
ま
っ
て
き
て
、
で
き
か
か
っ
た

す
き
ま

隙
間
を
骨
で
埋
め
て
ゆ
き
ま
す
。
こ

健
康
メ
モ
、
燗
や
澗
鋤
沁
阿
耐
碓
ズ
ム
と

◎心の健康に関する教室
福祉総合相談室TEL7185-1631

時

日曙鼎日に縮｡雛になったら

休日診療所へ
▼休日診療所案内図・

国道356号

し

■

子 型寧
診療科目内科。小児科。歯科

受付時間･･･午前9時から11時30分
午後1時から4時30分
※歯科は午前中のみ

持参健康保険証と診療費

TEL7187-7020(診療時間内のみ）

11月の二次救急病院(休日｡夜間当番病院）

◎健康づくりうんどう教室
、保健センターTEL7187-1131 う

し
た
こ
と
が
連
続
的
に
お
こ
っ
て

い
く
結
果
と
し
て
、
歯
は
ス
ム
ー
ズ

に
歯
槽
骨
の
中
を
移
動
し
て
ゆ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
歯
の
移
動
に
お
い
て
、
力

を
あ
る
方
向
に
作
用
き
せ
る
と
、
常

に
同
じ
大
き
さ
で
反
対
方
向
に
向
か

う
反
作
用
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
反
作
用
に
対
抗
す
る
抵
抗

源
を
歯
科
矯
正
で
は
、
固
定
源
と
呼

び
ま
す
。
多
く
の
場
合
は
動
か
し
た

い
歯
以
外
の
歯
を
固
定
源
と
し
て
使

い
ま
す
。
Ａ
と
い
う
歯
と
Ｂ
と
い
う

歯
の
間
に
隙
間
が
あ
る
と
し
て
、
こ

の
２
本
に
ゴ
ム
を
引
っ
か
け
て
引
っ

張
り
合
わ
せ
た
場
合
、
お
互
い
が
移

動
し
て
き
て
隙
間
が
な
く
な
り
ま
す
。

本
当
は
Ａ
だ
け
を
Ｂ
の
ほ
う
へ
よ

せ
て
隙
間
を
閉
じ
た
い
の
に
、
予
定

◎各種健診と健康教室保健センター

’ 外
に
Ｂ
も
移
動
し
て
し
ま
っ
た
た
め

に
、
か
み
合
わ
せ
が
お
か
し
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
歯
科

医
は
、
あ
ら
か
じ
め
反
作
用
を
計
算

に
入
れ
て
嬬
正
力
を
使
う
か
、
頭
部

な
ど
を
固
定
源
と
し
て
出
来
る
だ
け

固
定
が
不
動
の
も
の
と
な
る
よ
う
に

し
ま
す
。
た
だ
、
症
例
に
よ
り
、
理

想
的
な
治
療
結
果
が
得
ら
れ
に
く
い

と
き
も
あ
り
ま
す
。

最
近
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
（
人
工
歯
狸

を
利
用
し
て
、
不
動
固
定
を
得
、
反

作
用
か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
た
状
態

で
、
治
療
を
行
っ
方
法
が
実
用
化
さ

れ
つ
つ
あ
り
、
短
時
間
で
最
適
な
位

置
へ
の
移
動
が
可
能
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
固
定
源
と

し
た
蛎
正
シ
ス
テ
ム
は
従
来
法
と
組

み
合
わ
せ
、
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
と

し
て
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

圖
我
孫
子
市
歯
科
医
師
会
垂
７
１

８
２
１
８
１
８
０

｜

凸

’
※該当者で通知が届かない方はご連絡ください
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名称

心の健康
クラブ

デイケア。
クラブ
アルコール

家族教室

日時

18日(月)14100-16:00

27日(水)10:00-11:30

8日(金)13:30-15:00

場所

保健センター

アビスタ

保健ｾンター

日時

13日(水)1（

15日(金）（

20日（水）〔

]0-1斗

〕0-1（

)0-1（

〕0

〕0

i30

場所

布佐南公園(雨天時別会場）

天王台西公園(雨天中止）

洲上台中央公園(雨天時別会場）

項目

しあわせ学級
(ﾏﾀﾆﾃｨｸﾗｽ）

I爵6力朋瀧溌

2制力朋齢腱診

3歳児健康診査

離乳食教室
(要予約）

肩こり｡腰痛教室

期日

旧､8日､15日

7日､14日

21日

7日､14日

28日

1旧､18日､25日

対象

妊娠20週～27週
の方（3日目は
両親、家族）

13年4月生まれ

12年3月生まれ

11年4月生まれ

乳膿鮒親
肩こり｡腰痛の方

目

3‘23日

4'24日

10日

17日

病院名

我孫子聖仁会病院

ｱｺﾀﾄ科整形ﾀﾄ科病院

我孫子つくし野病院

我孫子東邦病院

電話

7188-3111

7184-7321

7184-2211

7182-8166

夜間に急病のときは ’

矛と慾TEL7187-1141


